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越知町は、高知県の中都、高知市から西方32キ ロメートルの山間地にあり、南

】とに細長い長方形をしています。周囲は人町村に隣接しており、標高300か ら

1,000メ ートルの石鎚山系の支脈に囲まれ、西方に横倉山県立自然公園を仰ぎ、

その間を仁淀川が流れ緑と清らかな水に恵まれた自然豊かな町です。

越知町教育委員会では、町の開発事業等に伴い女川遺跡の発掘調査を3次に渡

り実施いたしましたところ縄文時代から近世の遺構・遺物が数多く発見されまし

た。

本書は、その発掘調査の成果をまとめたものです。本年度の成第により、今後

の調査に‐層の期1待が寄せられます。

最後に、調査にあたってご指導を頂きました奈良国立文化財研究所遺物処理研

究室長肥塚隆保氏、働高知県連蔵文化財センター曽我貴行氏並びに調査に深いご

理解、ご協力を頂きました地権者の皆様方、関係者の方々に1厚 くお礼を申し上げ

ます。              ・

平成 9年 3月

越知町教育長 西  森  英  彦



例   言

l。 本書は遣跡確認調査 (第 1次調査),個人住宅建設 (第 2次調査)及び町道建設 (第 3次調

査)に伴う,女川遺跡の発掘調査報告書である。

2.女川遺跡の所在地は,高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかである。

3.調査期間ならびに発掘調査面積は次のとおりである。

(調査期間)       (発 掘調査面積 )

第 1次調査  平成 7年 12月 5日 ～12月 21日      46♂

第 2次調査  平成 8年 2月 16日 ～ 2月 29日      175ポ

第 3次調査  平成 8年 3月 4日 ～ 3月 16日      207ポ

4.発掘調査及び整理作業は,財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの指導を得て,越知

町 教育委員会が実施 した。調査体制は以下のとおりである。

調 査 員  曽我貴行 (財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センター・調査員 )

調査事務  岡 義雄 (越知町教育委員会・教育次長 )

同   戸田千秋 (越知町教育委員会・社会教育係長 )

同   千頭由香 (越知町教育委員会・主幹 )

同   織田幸治 (越知町教育委員会・主事補 )

5。 本書の執筆・編集は曽我がおこなった。

6.遺構等の名称については,それぞれTP(試 掘坑), SK(土坑), SX(不明遺構),P

(ピ ット状遺構),K(撹 乱坑),TR(ト レンチ,試掘溝)等の略号で適宜表記 した。それぞ

れの番号は各次調査及び各調査区における通し呑号である。

7.遺物実測図の縮尺は土器が 1/3,石 器類が 1/1, 1/2及 び 1/3で ある。挿図及び写

真図版中の番号は実測図の番号と一致している。

8.出土遺物の色調については,5新版標準土色帖1996年版』の名称を使用した。

9.Fig。 1は国土地理院 1:25,000地 形図「大崎」,「越知」を使用した。

10.遺構測量は任意座標でおこない,挿図中の北は磁北である。また挿図中のレベル高は海抜高

を示す。

11.発掘調査に際しては,当該土地所有者である西森正起氏 。大原光鶴氏 ,大原喜久子氏・藤原

牧子氏・貞岡登志子氏・小田幸三郎氏・山本孝宣氏の全面的な御理解 と御協力を賜 り,調査を

円滑に遂行することができた。記して哀心より謝意を表す。

12.出上したガラス製品の蛍光 X線分析に関しては,肥塚隆保氏 (奈良国立文化財研究所遺物処

理研究室長)を煩わせ,数々の御教示,な らびに玉稿を賜つた。記して哀心より謝意を表す。

13.発掘調査及び報告書作成に際しては,高知県立歴史民俗資料館,高知県教育委員会,財団法人

高知県文化財団埋蔵文化財センターの諸氏から御助言・御協力を賜 り,ま た次の方々から貴重



な御助言・御教示を賜った。御芳名を記して哀心より謝意を表す。

岡本健児 (高知県文化財保護審議会会長)。 藤田 等 (静岡大学名誉教授)。 河瀬正利 (広島
大学)。 藤野次史 (広島大学)・ サキ1越俊― (奈良目立文化財研究所)・ 佐川正敏 (奈良目立文

化財研究所)。 深澤芳樹 (奈良国立文化財研究所)。 嶋田光― (飯塚市歴史資料館)・ 藤田三

郎 (田原本町教育委員会)

14.発掘作業においては,大原組,社団法人佐川 。越知 。日高広域シルバー人材センターならび

に,近隣にお住まいの方々の衛協力を得た。記して哀心より謝意を表す。

15。 整理作業に際しては,次の方々に御尽力いただいた。御芳名を記して哀心より謝意を表す。

川井由香  池本 恵
16.遺跡の略号はそれぞれ「95-260G」「95-360 G Ⅱ」「95-370 G Ⅲ」とし,出土遺物の

注記等にはこれを使用した。

17.出土遺物等は越知町教育委員会で保管している。
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第 I章 調査に至る経過

女川遺跡は高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかに所在する。昭和51年刊行の『全国遺跡地図

高知県』の時点で登載されている遣跡であり,縄文時代後期を中心とする石鏃・石槍・石斧・石

核・剥片・土器,及び土師器・須恵器などが採集されていた。平成 4～ 5年度実施の高知県遺跡

詳細分布調査―高岡ブロックーに伴う現地踏査の際には,新たに陶磁器など中世の遺物も採集さ

れたことから,「北屋敷」等の地名にみられるような屋敷跡の存在も考えられることとなり,遺跡

の年代,性格,範囲等,遺跡台帳の情報が整備されるに至った。

平成 7年 ,女川遺跡の範囲内において,複数の開発事業の予定されていることが判明した。上

記のとおり女川遺跡はかねてから知られている遺跡であつたが,こ と発掘調査は未実施のため,

地中の状況については根拠となる資料をもちえなかった。そこで,来るべき開発行為に対処でき

るよう,遺跡の基礎データを収集するための発掘調査を高知県教育委員会と協議のうえ準備した。

これは越知町教育委員会が主体となって実施する,初の埋蔵文化財発掘調査であった。調査に際

しては,高知県教育委員会ならびに財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの指導を受け,

平成 7年 12月 5日 ～12月 21日 の期間で実施した。発掘調査面積は46♂であった。この調査が女

川遺跡の第 1次の発掘調査であり,以下,本文中では「第 1次調査」と表記する。

明けて平成 8年 1月 ,遺跡の範囲内における個人住宅の建設計画に直面した。越知町教育委員

会は,第 1次調査の結果をふまえた上で高知県教育委員会と協議し,当該計画地には縄文時代及

び中世の遺跡の存在が濃厚であり,計画の実施に際しては記録保存を目的とした発掘調査が必要

であると判断された。これらの経過を関係者に説明し,十分に理解していただき,全面的な協力

を得ることができたことから,緊急に発掘調査 (以下,「第 2次調査」と表記)を実施することと

なった。発掘調査は越知町教育委員会が主体となり,財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センタ

ーの指導を受けた。調査期間は平成 8年 2月 16日 ～2月 29日 ,発掘調査面積は175ぜであつた。

一方これと同じ頃,越知町建設課による,町道女川東屋敷線の建設計画が進められていた。こ

の路線は,女川追跡の中枢部をL字形に通過するものであり,事業計画地近辺に関する第 1次調

査の結果によれば,縄文時代及び中世の遺跡の存在が明らかであった。越知町教育委員会は高知

県教育委員会と協議し,事業の実施に際しては事前の発掘調査によって記録保存を果たすことが

必要との結論に至った。これに基づき,町建設課の全面的な協力を得て,平成 8年 3月 4日 ～ 3

月16日 の期間,財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの指導のもと,越知町教育委員会が

発掘調査 (以下,「第 3次調査」と表記)を実施した。発掘調査面積は207♂であった。

また,平成 8年 3月 25日 には,平成 7年度の 3次の調査の総括として,報道機関に調査成果の

発表をおこなった。



第Ⅱ章 遺跡の位置と環境
女川遣跡は高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかに所在 し,仁淀川右岸の河岸段丘 (中位段丘 )

上に立地する。(1)女川遺跡の所在する越知町は,東西に長い高知県の中西部に位置している。町域

のほぼ中央を県下第 2の河川である仁淀川が大きく蛇行 しながら貫流 しており,そ の流域及び支

流域を中心に現集落が形成されている。河岸段丘の形成は,仁淀川と支流・桐見川の合流する越

知周辺において最も顕著であり,中でも人口の集中する平野部は,町内最大の面積を有する中位

段丘となっている。●)

越知町における遺跡の分布は,仁淀川本・支流域の河岸段丘の存在に密接な関係をもっており,

城郭跡を除 くほとんどの遺跡は中位段丘上に立地 している。分布の特徴としては,①越知周辺ヘ

の各時代の遺跡の集中,②片岡周辺における中世城郭の偏在, という2点を挙げることができる。

女川遺跡は,越知周辺に集まる遺跡群の一角に位置している。

越知町内において女川遺跡に関連する遺跡 としては,下渡遺跡,文徳遺跡,遊行寺遺跡などを

挙げることができる。下渡遺跡は女川遺跡の西方,小谷を挟んだ段丘上に位置する縄文時代遺跡

で,縄文時代早期の押型文土器や石器等の資料が表面採集されている。文徳遺跡は越知町文徳に

所在する縄文時代 。中世の遺跡で,下渡遺跡と同様に縄文時代早期の土器・石器等が採集されて

いる。遊行寺遺跡は越知町遊行寺に所在する縄文時代遺跡で,石器剥片等が採集されている。

また,視点を町外に転ずると,町内で合流する柳瀬川を遡れば城ノ台洞穴遺跡 (高 岡郡佐川町

丙,縄文時代早期),国史跡・不動ケ岩屋洞窟遺跡 (高 岡郡佐川町西山,縄文時代草創期・早期 )
へと通 じ,こ れに至るまでの流域には大田川遺跡,坂東遺跡などの縄文時代遺跡が数珠つなぎに

分布する。このように越知・佐川両町周辺には,仁淀川中流域における縄文時代遺跡の 1集中地

帯が形成されている。

註

(1)越知町史編纂委員会『越知町史』高知県高岡郡越知町 1984年

(2)同註(1)

No. 遺 跡 名 時 代 No. 遺 跡 名 時 代 No, 遺 跡 名 時 代
★ 女 ナH 遺 跡 縄文・弥生

中世・近世

7 文 徳 古 墓 中 世 15 西 ノ 芝 遺 跡 中 。 近 世

8 文 徳 遺 跡 縄文～古墳

近世

16 中 町 遺 跡 糸毛 文

1 清 水 遺 跡 縄文・弥生

中世

ワ
ｒ 馬 ヶ 崎 城 跡 中 世

9 遊 行 寺 遺 跡 縄 文 ・近 世 18 城 戸 遺 跡 糸里 文

2 本 村 遺 跡 弥 生 。中世 10 柴 尾 遺 跡 古墳 。中世 19 清 水 城 跡 中 世

3 西 岡 遺 跡 縄 文 ・近 世 11 天 忠 寺 跡 中 世 20 下 渡 遺 跡 縄 文 。中世

4 ヤ ケ 坂 遺 跡 弥 生
９

留 柴 尾 城 跡 中 世
９

， 東 光 寺 跡 中 世

5 後 山 城 跡 中 世
つ
０ 木 倉 通 遺 跡 古 墳

6 文 徳 城 跡 中 世 14 越 知 遺 跡 弥 生

表 1 女川遺跡と周辺の遺跡一覧



Fig,1 女川遺跡と周辺の遺跡 (S:1/25,000)



第Ⅲ章 確認調査 (第 1次調査 )
(1)調査の概要
従来より多くの縄文時代遺物が採集されていた女川遺跡について,遺跡の範囲・時代・性格及

び遺存状態等を把握 し,将来の遺跡保護に活用 し得る基礎的資料を収集することを目的として ,

本次調査を実施した。調査期間は平成 7年 12月 5日 ～12月 21日 ,発掘調査面積は46♂である。

(2)調査の方法
2× 2mの大きさを基本 とする調査区 (試掘坑=TP)を 11箇所配置 して,調査を実施 した。

表土層及び無遺物層の掘 り下げは主に重機 (バ ックホー)を使用 しておこない,遺物包含層・遺

構の掘 り下げは人力でおこなった。表土層及び遺物を含むと考えられた層の土壌 (遺構埋土を含

む)は一部を除いて 54mの フルイによって選別し,微細な遺物の採集に努めた。完掘後は,遺構

平面図・堆積土層断面図を作成 し,あわせて写真撮影によって記録をおこなった。

なお,女川遺跡の発掘調査についてはこれが晴矢であり,そ の様相は全 く不明であつたため ,

撹乱坑をも遺構然として完掘 し,さ らに後々の基礎資料とするべ く,遺構然として図化・記録を

おこなっている。第 2次調査以降の面的な発掘調査の進展に伴い,第 1次調査で遺構としたもの

の性格が順次判明することとなったが,調査時点での遺構名は変えずに使用 した。第 1次調査を

踏まえて,第 2次調査以降は撹乱坑の扱いを適宜変えていった。

(3)調査の成果
1.各調査区の概要

TPl(Fig.4)

地山とみられる粘礫土層までの確認をおこなった。遺構は,第Ⅳ層上面でピット状遺構 2基を

検出した。 (Fig,8・ 表 2)遣構の年代は不明。遺物は,第 I・ Ⅱ層から土師質土器,瓦器,陶磁

器,瓦片,石器砕片等が出土 した。

TP2(Fig.4)

TPl・ 第Ⅳ層に相当するとみられる粘礫土層までの確認をおこなった。遺構は,第 Ⅳ層上面
でピット状遺構 2基 (Fig.8。 表 2),壁面でピット状遺構 2基を検出した。第Ⅳ層上面の遺構の

年代は不明。壁面で確認 したピット状遺構は,表土中から掘 り込まれた可能性があり,撹乱坑と

考えられる。遺物は,第 二層から土師質土器,青磁,陶磁器,土錘,石鏃,叩石,石器砕片等が

出土し,青磁 1点 ,土錘 1点 ,石鏃 1点,叩石 1′点を図示した。

TP3 (Fig.4)

地山とみられる粘礫土層までの確認をおこなった。遺構は,第Ⅳ層上面でピット状遺構 1基を

検出した。 (Fig,8・ 表 2)遺物は,第 I層 ～第Ⅲ層から弥生土器,土師質土器,瓦器,備前焼 ,

陶磁器,土錘,瓦片,不明石製品,石器砕片等,第 V層から弥生土器,土師質土器,石器砕片等

4
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が出土し,土師質土器 1点,陶器 1点 ,土錘 1点 ,不明石製品 1点を図示した。第Ⅳ層上面は中

世以降の遺構検出面,第 V層は中世までの遺物包含層である。

TP4(Fig.5)

地山とみられる粘礫土層までの確認をおこなった。遺構は,第Ⅳ層上面でピット状遺構 1基を

検出した。 (Fig.8・ 表 2)遺物は,第 I層 ・第Ⅲ層から弥生土器,土師質土器,瓦器,備前焼 ,
陶磁器,瓦片,石鏃,剥片,砕片等が出土し,陶器 1点 ,石鏃 2点 ,剥片 1点 を図示した。TP
3同様,第 Ⅳ層上面は中世以降の遺構検出面である。

TP5(Fig.5)

TP3・ TP4の 遺構検出面に相当するとみられる責褐色土層上面までの確認をおこなった。
TP5以 降,TP4以 西に位置する試掘坑は,すべて第Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。
遺構は,第Ⅲ層上面で土坑状遺構 l基 (SKl)を 検出した。 SKlは ,床面に多数の小穴が穿

6
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たれており,植物の根による撹乱坑と考えられる。遺物は,第 I層 ・第Ⅱ層から縄文土器,弥生

土器,土師質土器,瓦器,備前焼,陶磁器,瓦片,銭貨,石器剥片,砕片等, SKlか ら縄文土

器,弥生土器,土師質土器,石器砕片等が出土し,縄文土器 1点 ,土師質土器 1点 ,銭貨 1点 を

図示 した。

TP6(Fig.5)

TP3～ TP5の 遺構検出面に相当するとみられる責褐色土層上面までの確認をおこなった。

第Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。遺構は,第 Ⅲ層上面でピット状遺構 4基を検出し,

2基を図示した。 (Fig。 8・ 表 2)Pl・ P4・ P5の年代は不明。P2は近世以降の所産である。

遺物は,第 I層 。第Ⅱ層から土師質土器,瓦器,陶磁器,瓦片,石鏃,剥片,砕片等が出土 し,

磁器 1点 ,石鏃 1点を図示した。

TP7 (Fig,6)

TP3～ TP6の遺構検出面に相当するとみられる責褐色土層上面までの確認をおこなった。

第Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。遺構は,第 Ⅲ層上面でピット状遺構 4基を検出した。

(Fig。 8・ 表 2)遺構は中世以降の所産である。第Ⅲ層上面には溝状の撹乱坑が穿たれている。遺

物は,第 二層 。第Ⅱ層から土師質土器,瓦器,陶磁器,土錘,瓦片,石鏃,剥片,砕片等が出土

し,磁器 2点 ,土錘 1点,石鏃 1点を図示した。

TP3 (Fig.6)

TP3～ TP7の 遺構検出面に相当するとみられる黄褐色土層上面までの確認をおこなった。

第Ⅱ層まで耕作等に伴う抗乱が及んでいる。遺構は,第 Ⅲ層上面で溝状遺構 3条 を検出した。こ

れは後の調査によって,こ の周囲一帯に穿たれた筋状の撹乱坑と判明した。遺物は,第 I層 から

弥生土器,土師質土器,瓦器,青磁,陶磁器,土錘,瓦片, 2次加工ある剥片,砕片等が出土し,

土師質土器 1点,青磁 1点 , 2次加工ある剥片 1点を図示した。

TP9 (Fig.6)

TP3～ TP8の 遺構検出面に相当するとみられる黄褐色土層上面までの確認をおこなった。

第Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。遺構は,第 Ⅲ層上面でピット状遺構 4基を検出し,

1基を図示 した。 (Fig.8・ 表 2)遺物は,第 I層 。第Ⅱ層から弥生土器,土師質土器,瓦器,備

前焼,陶磁器,瓦片,石器剥片,砕片等が出土した。ピット状遺構 4基の中で, P2のみは埋土

が異なり,中世以前 (縄文時代 ?)の所産の可能性がある。他の 3基は中世以降の所産と考えら

れる。

T P10(Fig.7)

TP3～ TP9の 遺構検出面に相当するとみられる黄褐色土層上面までの確認をおこなった。

第Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。

遺構は,第 Ⅲ層上面で土坑状遺構 1基 (SKl)を 検出した。(Fig,9)

遺物は,第 I層 ・第Ⅱ層から縄文土器,弥生土器,須恵器,瓦器,備前焼,青磁,陶磁器,瓦

片,石鏃,石錐,尖頭器 ?,ス クレーパ, 2次加工ある剥片,石錘 ?,台石,砕片,鉛玉 ?等 ,
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SKlか ら縄文土器,弥生土器,石鏃,尖頭器 ?,ス クレーパ, 2次加工ある剥片,石核,石錘 ,

叩石,ガラス製品,が出上し,縄文土器24点 ,弥生土器 3点 ,瓦器 1点 ,石鏃17点 ,尖頭器 ?1

点,石錐 1点 ,ス クレーパ 3点, 2次加工ある剥片 3点 ,石錘 ?1点 ,凹石 1点 ,鉛玉 ?1点 を

図示 した。

第 I層 。第Ⅱ層にはきわめて多 くの縄文時代・弥生時代遺物が含まれるが,一方で瓦片等も混

じっており,TP3～ TP9と 同様に撹乱を免れていない。しかし,縄文時代・弥生時代遺物の

出土点数は,他の試掘坑に比べて圧倒的に多いことから,こ の周囲に両時代の遺跡の分布するこ

とが推察される。
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遺構名 平面形 長径×短径 (m) 深さ(m) 出土遺物 年代

TPl― Pl 精円形 0。 19 × 0。 15 0,095

TPl― P2 不整円形 0。20 × 0。 17 0.067

TP2-Pl 不整円形 0。26 × 0.21 0.066

TP2-P2 不整円形 0。21 × 0。20 0.061

TP3-Pl 不整楕円形 0.25 × 0。20 0。 130 土師質土器 中世～

TP4-Pl 精円形 0,31 × 0。28 0.157 土師質土器 中世～ ?

TP6-P4 不整形 0。20 × 0。 14 0.063

TP6-P5 楕円形 0.25 × 0。21 0.028

TP7-Pl 精円形 0,51 × 0。28 0。263 土師質土器,瓦器,砕片 中世～

TP7-P2 不整楕円形 0。48 × 0.3ユ 0。290 土師質土器,砕片 中世～

TP7-P3 不整形 不明 × 0.57 0.183 土師質土器 中世～

TP7-P4 不整形 0.34 × 0。32 0.170 土師質土器,砕片 中世～

TP9-P2 不整楕円形 0。28 × 0。 16 0。278 土器糸田片
？

・

T Pll一 Pl 不整形 0。64 × 0。 58 0,046 土師質土器 中世～

T Pll― P2 不整楕円形 0.29 × 0。 16 0。 149 土師質土器 中世～

TP■ ―P3 不整楕円形 0,22 × 0。 17 0.102

表 2 第 1次調査ピット状遺構計測表

T Pll (Fig.7)

TP3～ T P10の 遺構検出面に相当するとみられる黄褐色土層上面までの確認をおこなった。

TP3～ T P10と はやや異なった様相を呈するが,第 Ⅱ層まで耕作等に伴う撹乱が及んでいる。

責褐色土層上面までの深度はひときわ浅く,遺構検出面の削平は著しい。遺構は,第 Ⅲ層上面で

ピット状遺構 3基を検出した。 (Fig。 8・ 表 2)遺構は中世以降の所産である。遺物は,第 I層 ・

第Ⅱ層から土師質土器,瓦器,陶磁器,瓦片, 2次加工ある剥片,叩石 ?,砕片等が出土し, 2

次加工ある剥片 1点 ,剥片 ?1点 ,叩石 ?1点 を図示した。

2.遺構

検出遣構のうち,ピ ット状遺構 (P)16基 ,土坑状遺構 (SK)1基を図示した。

(1)ピ ット状遺構 (Fig。 8・ 表2)

ピット状遺構16基の計測値,出土遺物等については,表 2に まとめた。

(2)土坑状遺構

T P10-SKl(Fig.フ ・ 9)

T P10の西壁際で,全体の約 2分の 1を検出した。平面形は楕円形 ?で,長径不明,短径1.23m,

検出面からの深さは35cmである。埋土は暗褐色上である。

遺物は,縄文土器,弥生土器,石鏃,尖頭器 ?,ス クレーパ, 2次加工ある剥片,砕片,石核 ,

石錘,叩石,半円筒状ガラス製品が出土しており,縄文土器 9点 ,弥生土器 5点 ,石鏃 6点 ,尖
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○

△

□

ガラス

土器

石器

礫

西壁断面図遺構面ラインに投影                            DoL.三 59,2m

0                  50cm

尉g.9 T P10遺物出土状態平面図 。同鉛直分布図 (S:1/20)



７
鳴

＝指す一一

絲 挙

絆

蜂

¬韓1 12

静

撒「銭
l i 22

鋒 ¬壽一ザ

】
既 謬

讐
２４

‐山耳

　［‐

鞠

ｆ′′

晩

一
一Ｆ

」は
庁苫ｈげ

魏
一
引
／

酵

一導
・

．

”

′

耐違1111

韓
３

衛
島
戸
中′
鍵

７

　　　『
　
粧尋
・

′′　
　
　
‐‐・
　
　

２

耳

‘

′

鬱
ｏ

角
耳

叫

′

い

‐
鮪
・９

町
■
電
嘱

`1靴
1

15

撃
Ｈ
】
■
口
Ｆ
Ｅ
β
′
１８

玲
Ｔ

ｒｉ「Ｈ

‐‐‥！

移
２５
　

齢
３０

Ｈ
出
■
冒
「‐‐ｊ　
　
　
　
　
　
静
Ｈ
口
■
肩
Ｐ

欝
４

脚，

中中

州
“

一
■

Ｈ

ｗ
‐

鐸
ＷＷ”一一一一一一一一一一一Ｆ山中

ｈ一基申中【】一

′
μ

汀

ア メ
３

壽

十

‐十
日

Ｆ

］

漁
導ゴ

23

r勘 鶴

Fig.10 第 1次調査出土遺物 1(縄文土器 )

頭器 ?1点 ,ス クレーパ 1点 , 2次加工ある剥片 5点 ,石核 3点 ,石錘 2点 ,叩石 1点 ,半円筒

状ガラス製品 1点を図示した。

出土土器から,T P10-SKlは 弥生時代前期末の所産と考えられる。遺構からは縄文後期土

器も出土 しているが,こ れは遺構の年代を示すものではなく,弥生前期の旧地表面付近にあつた

ものが,遺構の埋没の際に流入したものと考えられる。したがつて,両時代の旧地表面はきわめ
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Fig.11 第 1次調査出土遺物 2(土器 。陶磁器 。土製品)

て近接した位置関係にあったものと理解される。また,同遺構からは多数の剥片石器とその未製

品,な らびに素材となった剥片・石核類と多量の微細な砕片が出上しており,同遺構は石器製作

に関わる遺構と考えられる。剥片石器の石材はチャート,サヌカイト,疑灰質頁岩 (酸性凝灰岩)
?等 であ り,こ のうち剥片・石核類から製品までのセット関係が明瞭で,量的にも支配的なのは

凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)で ,赤色のチャートがこれに次いでいる。凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)
を素材として,主 に製作されたものは大型の石鏃であり,こ れは弥生前期土器に伴う蓋然性が高
い。赤色チャートも同様である。赤色以外のチャートとサヌカイトは,縄文後期・弥生前期の 2

時期に共通の石器石材とみられ,土器と同様の経過で混入したものも含まれると考えられる。
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Fig.12 第 1次調査出土遺物 3(石器 )



同g.13 第 1次調査出土遺物 4(石器 )

3.遺物

(1)土器・陶磁器・土製品 (Fig。 10。 11)

縄文土器,弥生土器,土師質土器,瓦器,備前焼,青磁,白磁,陶器,磁器,土錘,合計64点

を図示した。

1～ 34は縄文土器で, 1～ 16が口縁部片,17～ 34が胴部片である。 1は硬質の原体による縄文

が施文されてお り,船元式土器か。 2～ 5。 14・ 15。 22は平城式土器である。30は弥生土器の可

能性がある。

35～42は弥生土器である。41以外は弥生前期のものと考えられる。41は弥生中期以降の可能性

があり,唯―T P10-SKlに 混入したものとみられる。43～ 461よ土師質土器である。45は鋼 ?,
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Fig.14 第 1次調査出土遺物 5(石器)

46は火鉢で, ともに近世の所産と考えられる。47・ 48は和泉型の瓦器・椀で,13世紀前半頃のも

のと考えられる。(劾 49。 50は備前焼で,50は須恵器の可能性がある。51～ 53は青磁・碗で,51は龍

泉窯系 I類-2も しくは4,52・ 53は龍泉窯系 I類-5に分類される。。)54は 白磁・碗で,玉縁状

の口縁部を有し白磁Ⅳ類に分類される。僻)55・ 56は陶器である。57～61は磁器で,59。 60は肥前の

紅皿である。(5)62～ 64は土錘である。



Fig.15 第 1次調査出土遺物 6(石器 )



10cm

Fig.16 第 1次調査出土遺物 7(石器 )

(2)石器・石製品 (Fig.12～ 19)

石鏃,石錐,尖頭器 ?,ス クレーパ, 2次加工ある剥片,剥片,石核,石錘,叩石,磨石,台

石,不明石製品,合計61点 を図示した。

65～ 92は 石鏃である。65は未製品である。65～ 69。 71～ 73は チヤー ト製,70は珪質買岩 ?製 ,

74～ 83はサヌカイト製,84～ 92は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。

93は石錐で,赤色チャート製である。94。 95は尖頭器 ?で,凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製であ

る。96～ 99は スクレーパである。96は サヌカイト製で,石庖丁片か。97～ 99は凝灰質頁岩 (酸性

凝灰岩)製で,99は尖頭器の可能性がある。

100～ 109イよ2次加工ある剥片である。100。 101はチャート製,102・ 103は サヌカイ ト製,104～

109は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。100。 102・ 106・ 108は石鏃未製品とみられる。 104・

105,107は石鏃片か。1091よ 石核の可能性がある。1101まチャー ト製の剥片で,未製品の可能性が

ある。111は チャー ト製の剥片もしくは石核である。112～ 114は石核で,いずれも礫皮面を有す。

112は赤色チャー ト製,■ 3・ ■4は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。



10cln

Fig.17 第 1次調査出土遺物 8(石器)

115～■7は石錘で,いずれも長軸両端部を打ち欠く。115は泥岩製,■ 6。 117は砂岩製である。

118は結晶片岩製で,石錘か。119は結晶片岩製の性格不明の石器で,叩石か。120は花聞岩製の磨

石で,表面は赤変している。121～ 123は砂岩製の叩石である。124は砂岩製の台石である。125は

滑石製 ?の不明石製品である。円柱状を呈し,縦位に溝状の凹み 1条がある。

(3)ガラス製品 (Fig,19)

126は半円筒状のガラス製品である。半裁した管玉状を呈するが,そ うするときわめて孔の大き

22



10cln

10cm

日g.18 第 1次調査出土遺物 9(石器)

い管玉ということになる。表面は全面が滑面をなしており,半裁した裁断面を研磨したものか ,

あるいは本来このような形状であるのか,判然としない。上端面と下端面は平行ではなく,下端

面が縦軸方向に対して斜交する。したがって,上端面は本来の形状を留めているということが ,

可能性として考えられ,一方,下端面は折損後に研磨されたということが,可能性として考えら
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Fig.19 第 1次調査出土遺物10(石器・ガラス製品 。金属製品)

れる。すなわち,本来の形状を留める完形品であるのか,あ るいは何らかの破損に伴う再生・再

加工品であるのか,外見からだけでは判断できない。また,外面からみて右端部側には縦位に径
l lHnの小孔があり,その外面側は下端側から大きく破損し,開 口している。この小孔の存在と,
その破損とにより,現形状で垂飾品として使用されたと考えられる。

141 金属製品 (Fig.19)

127は鉄銭で,両面とも無銘。上端部にバリ跡 ?が付く。128は鉛玉 ?である。

註

(1)凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)については,安井敏夫氏 (越知町企画課横倉山自然交流センター準備室)に

御教示いただいた。

(2)尾上実 。森鳥康雄 。近江俊秀「Ⅲ土器・陶磁器 6.瓦器椀」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研
究会編 真陽社 1995年

(3)横田賢次郎・森田勉「大学府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』 4集 九州歴
史資料館 1978年 (『大学府陶磁器研究―森田勉氏遺稿集追悼論文集―』森田勉氏遺稿集追悼集刊行会 1995

年 所収)

(4)同註(3)

(5)有田町史編纂委員会『有田町史 古窯編』佐賀県西松浦郡有田町 1988年



第Ⅳ章 第 2次調査

(1)調査の概要
女川遺跡の範囲内で実施される個人住宅の建築に伴って,その影響を受ける埋蔵文化財の記録

保存を目的として本次調査を実施した。調査期間は平成 8年 2月 16日 ～2月 29日 ,発掘調査面積

は175♂である。(Fig.2)

(2)調査 の方 法

表土層,無遺物層の掘削は,主 として重機 (バ ツクホー)を使用しておこない,遺物の含まれ

る層の掘り下げ,及び遺構の検出・掘り下げは人力によつておこなった。遺物を含むと考えられ

た層の土壌 (遺構埋土を含む)は 511111の フルイによって選別し,微細な遺物の採集に努めた。

遺構調査に際しては,調査区の形状にあわせた任意座標を設定し,こ れに基づく一辺 4mの方

眼区画 (グ リッド)に より調査区を分割した。 (Fig。 20)個々のグリッドの名称は,まず北→南方

向をA行～D行,西→東方向を 1列～ 5列 とし,「 (ア ルファベット)十 (数字)」 でグリッド名を

表記することとした。遺物の取上げ,及び遺構の命名は,このグリッドに基づいておこなった。

遺構の検出状態・完掘状態の写真撮影を随時おこない,完掘後は,遺構平面図・堆積土層断面

図等を作成した。

なお遺構名は,遺構検出時′点でピット状遺構を「P」 ,撹乱坑を「K」 と命名した。中にはその

完掘後に「K」 から「P」 へ転じたものもあるが,当初の遺構名のままで改称はしていない。

5m

Fig.20 第 2次調査グリッド割り図 (S:1/200)
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Fig.21 第 2次調査遺構全体図 (S:1/400)

(3)調査の成果
1. 層序  (Fig.22)

本次の調査において確認された層序は,第 I層 :黒褐色土,第 Ⅱ層 :黒褐色土,第 Ⅲ層 :黄褐

色粘質上である。

第 I層 は表土層で,第 Ⅱ層は表土層と分離される撹乱層である。第Ⅲ層の上面は本次の遺構検

出面で,第 Ⅱ層関連の撹乱坑が顕者に認められる。撹乱坑は概 して浅いが (Fig。 23・ 24),平面形

状がバックホーの爪形を呈すものが多い。調査区はかつて桑畑であったとのことであり,そ の改

変に伴って重機で抜根した際に,こ れらの撹乱坑が刻まれたものと推察される。

2. 譴艶右譜 (Fig.21)

第Ⅲ層上面において,ピ ット状遣構51基を検出し,出土遺物を示したもの10基を図示した。
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Ａ

Ａ

Ｂ

D2-Pユ

― B

D.L.=59.6m

:暗褐色土

:黒褐色土

:暗褐色土・黄褐色土混

A・ Bは Fig。 23に対応

B3-P2

B4-P6               B4-P8 C3-Pl

D.L.=60,Om

Fig.24 第 2次調査検出遺構 (S:1/40)

(1)ピ ット状遺構

B4-P8(Fig.24)

平面形は隅九四角形で,長径48cm,短径48cm,検出面からの深さは23.7cmである。埋土は黒褐色

28
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D.L.=59.6m
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遺構名 平面形 長径×短径 (m)
検出面高
(m)

一局
，ヽ

面

ｍ

底
く

深さ
(m)

出土遣物 年代

A2-Pl 不整円形 0.59 × 0.53 59,483 59.033 0.450 陶器,磁器,瓦 近世～

A3-Pl 楕円形 × 59.518 58。994 0.524 土師質土器,瓦 近世～

A4-Pl 不整楕円形 0.52 × 0.46 59.598 59。 151 0.447 土師質土器 中世～

B2-Pl 不整楕円形 0.55 × 0.48 59,473 58,914 0.559 須恵器,瓦器 中世～

B2-P2 不整円形 0.71 × 0.65 59,453 瓦 近世～

B2-P3 円形 0.61 × 0.57 59.536 土師質土器,瓦 近世～

B3-Pl 不整形 0.59 × 0.57 58.991 0.575 陶器,磁器,金属部品 近世～

B3-P2 不整形 0。72 × 052 59.628 59.050 0578 瓦器,瓦 ,剥片,砕片 近世～

B4-P3 不整形 0.57 × 0.46 59.663 59,069 0.594 土師質土器,陶器,剥片,砕片 折 世 ～

B4-P6 不整形 0.58 × 0.56 59,764 59,245 0.519

B4-P7 不整円形 × 59,715 59.290 0.425 磁 器 近世～

C2-Pl 不整楕円形 0.74 × 0.64 59.467 58.977 0.490

C3-Pl 不整楕円形 0.62 × 0.59 59.556 0.536 縄文土器 ,陶器,磁器 近世～

C3-P2 楕円形 0.67 × 054 59.677 59.128 土師質土器 中世～ ?

C3-P3 不整円形 0,64 × 0.63 59.541 58.988 0.553 瓦器,陶器,磁器,瓦 近世～

C4-P2 不整形 0.58 × 0.56 59,779 59.218 0.561 土師質土器,陶器,磁器,砕片 近世～

C4-P3 不整円形 0.62 × 0.56 59.807 58.912 土師質土器,陶器,磁器 近世～

C4-P5 精円形 0.56 × 0.51 59.595 58.950 0.645 瓦器 ?,陶器,磁器 近世～

C4-P6 円形 0。75 × 0,69 59.645 58.929 0.716 弥生土器,陶器,瓦 ,砕片 近世～

D2-Pl 不整楕円形 0。71 × 59.536 58.845 瓦 近世～

D2-P2 不整形 0,70 × 0.62 59.563 58.855 0.708 磁器 近世～

D2-P3 不整形 0.63 × 0.62 59.509 58,728 0.781 土師質土器,瓦器,陶器,瓦 ,砕片 近世～

D3-Pl 不整円形 0,72 × 0.66 59.684 58,986 土師質土器,陶器,磁器 近世～

D4-Pl 楕円形 0.62 × 0.47 59.668 0.638 土師質土器,瓦器,陶器,砕片 近世～

D4-P4 楕円形 0.53 × 0.42 59.696 59.110 0.586

表 3 第 2次調査ビット状遺構群計測表

土である。遺物は土師質土器,青磁 ?片が出上 しており,土師質土器 1点 を図示 した。遺構は中

世以降の所産と考えられる。

B4-P9(Fig.24)

平面形は不整形で,長径50cm,短径46cm,検 出面からの深さは27.6cmで ある。埋土は黒褐色土で

ある。遺物は土師質土器等が出土しており,土師質土器 3点 を図示 した。遺構は中世の所産と考

えられる。

C3-K2(Fig.24)

平面形は不整形で,長径46cm,短径36cm,検出面からの深さは18,7cmである。埋土は暗灰色上で

ある。遺物は瓦器,土錘,石器砕片等が出土しており,土錘 1点 を図示 した。遣構は中世以降の

所産と考えられる。

(2)ピ ット状遺構群 (Fig.24・ 表 3)

本次調査においては,東西約 4m,南 北約 2mの 間隔で規則的な配列をなすピット状遺構25基

を検出した。出土遺物を図示 した 7基はFig。 24に 示し,計測値等については表 3に まとめた。表

3に よれば,長径は52～ 75cm,短径は42～ 69cm,深 さは42.5～ 89.5cmの 範囲内にある。深さは検出

面高の制約を受けるためにややまとまりを欠 くが,平面規模には一定の規格性のあることが理解

できる。遺構から柱等の木質が出上したものはないが,柱痕状に二段の掘 り込みをもつものが少

数みられることから,柱状のものを埋置していたものと推察される。

これらのピット状遺構の埋没時期には,中世まで遡れるもの (3基),近世以降のもの (19基 ),
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Fig.25 第 2次調査出土遺物 1(土器・陶磁器・土製品 )

出土遺物がなく年代不明のもの (3基 )の 3者が存在する。総じて出土遺物の量が少ないこと,

また近世以降の年代を示すものが大勢を占めることから,総体としてのピット状遺構群は近世以

降の所産と考えられる。ただし,明 らかに近現代 とみられる金属片の出土 したB3-Plの よう
な例 もあり,近世以降のどの時期かは確定 しかねるが,極端に新 しい年代が与えられる可能性の

あることも想定しておく必要がある。

なお,こ の種のピット状遺構群は,後述の第 3次調査においても検出してお り,本次調査区か

ら北方にも展開することが確認されている。

3.遺物

(1)土器・陶磁器・土製品 (Fig。 25)

土師質土器,瓦質土器,青磁,白磁,磁器,土錘,合計17点 を図示した。

129～ 134は土師質土器である。129～ 1311よ B4-P9出 土である。134は火鉢か。135は瓦質土

器 ?である。136・ 1371よ青磁 。碗で,136は龍泉窯系 I類-1?,1371よ龍泉窯系 I類-5に 分類
される。(1)138は 白磁・碗で,口縁部は玉縁状をなし,白磁Ⅳ類に分類される。の139～ 143は磁器

である。139は蓋である。141は印刷手法による絵付けで,版 きずがみられる。144・ 145は土錘で

30

・華進車驚∫す̀



―ゐゝ―
147

→

ぃ

望8

尉g.26 第 2次調査出土遺物2(石器 )

ある。

(2)石器・石製品 (Fig。 26)

石鏃, 2次加工ある剥片,叩石ュ砥石,合計 6点を図示した。

146・ 147は石鏃で,B4-P3出 土。146はチヤート製,147はサヌカイト製である。148・ 149

は2次加工ある剥片である。148はチヤート製,149は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。150は

花蘭岩製の叩石である。151は砂岩製の砥石である。

註

(1)横田賢次郎・森田勉「大学府出土の輸入中国陶磁器について」F九州歴史資料館研究論集』 4集 九州歴

史資料館 1978年 (『大学府陶磁器研究―森田―勉氏遺稿集追悼論文集―』森田勉氏遺稿集追悼集刊行会 1995

年 所収)
(2)同註(1)
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第V章 第 3次調査

(1)調査の概要
女川遺跡の範囲内で実施される町道建設に伴って,その影響を受ける埋蔵文化財の記録保存を

目的として本次調査を実施した。調査期間は平成 8年 3月 4日 ～3月 16日 ,発掘調査面積は207♂

であった。

(2)調査 の方法 (ng。 27)

調査対象地が糸田長く,L字状に折れ曲がる形状であることと,調査中も生活道として通行を確
保する目的から,全体を3つに分割して順次調査を実施した。分割した各調査区は調査の実施順

造 成 中

・
・ aa Ⅲ区
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Fig.27 第 3次調査調査区配置図 (S:1/500)

IP5

「

―
~



‐V 
⑤
P14

竃ぎ♂

P6と紛 6

③

ぐ
◎

尉g:28第 3次調査遺構全体図 (S:1/400)

5m

33～34



Ａ 一
-6
0.
8m

第
I層

第
It
t 
b

第
Ⅱ
層
a

第
Ⅱ
層
b

第
Ⅱ
層
c

a層

黒
褐
色
土

黒
褐
色
上

黒
褐
色
土

暗
褐
色
上
・
黄
褐
色
上
混

暗
褐
色
土

黄
褐
色
粘
質
土

∞ い

A・
Bは
n5
28
に
対
応

Fi
g.
29
 1
第
3次
調
査
I区
北
壁
土
層
断
面
図
(S
:1
/4
0)



第 I層 :黒褐色土

第Ⅱ層 :暗褐色土・黄褐色土混

D.L.=59.6m

0          1m

日g.30 第 3次調査 I・ Ⅲ区土層断面模式図 (S:1/40)

に,東からI区 , Ⅱ区,Ⅲ区とそれぞれ呼称することとした。

表土層,無遺物層の掘削は,主 として重機 (バ ックホー)を使用しておこない,遺物の含まれ

る層の掘り下げ,及び遺構の検出・掘り下げは人力によっておこなった。遺物を含むと考えられ

た層の土壌 (遺構埋土を含む)は 5 almの フルイによって選別し,微細な遺物の採集に努めた。遺

構の検出状態・完掘状態の写真撮影を随時おこなった。完掘後は,遺構平面図・堆積土層断面図

等を作成した。

(3)調査の成果
1.層序

(1)I区 (Fig.29)

I区 において確認された層序は,第 I層 :黒褐色土,第 I tt b:黒 褐色土,第 Ⅱ層 a:黒褐色

土,第 Ⅱ層 b:暗褐色土・黄褐色土混,第 Ⅱ層 ci暗褐色土, a層 :黄褐色粘質上である。

第 I層 は表土層を指 し,そ の下部を第 Itt bと した。tt l tt b以 下,第 Ⅱ層と冠した層はすべ

て近世以降の撹乱層である。

(2)Ⅱ 区 (Fig。 30)

Ⅱ区において確認された層序は,第 I層 :黒褐色土,第 Ⅱ層 :暗褐色土・黄褐色土混である。

第 I層 は表土層で,第 Ⅱ層は表土層と分離される撹乱層である。Ⅱ区では,第 Ⅱ層下面に刻ま

れた筋状の撹乱坑の末端が,調査区北壁に沿って検出された。 (Fig,31)第 1次調査TP8検 出の

撹乱坑は,こ れと同種のものと考えられる。

(3)Ⅲ 区 (Fig。 30)

Ⅲ区において確認された層序は,第 I層 :黒褐色土,第 Ⅱ層 :暗褐色土・責褐色土混である。

第 I層 は表土層で,第 Ⅱ層は表土層と分離される撹乱層である。

2.遺構 (日g.32～ 34)

I区～Ⅲ区全体で,石列状遺構 1条 ,土坑状遺構 1基,ピ ット状遺構50基等を検出し,石列状

遺構,土坑状遺構,ピ ット状遺構 9基を図示した。また第 2次調査区のピット状遺構群の延長と

みられるピット状遺構 7基の計測値等については,表 4に まとめた。

Ⅱ区

I

]

D.L=598m

第 I層 :黒褐色土

第二層 :暗褐色土 黄褐色土混

_    Ⅲ区   _



(1)石列状遺構 (Fig。 32)

Ⅱ区中央部,第 I～ Ⅱ層中で検出した。径10～ 60cm程

度の円礫,角礫約100個 で構成される。石列の方向は東

半部がほぼ東西で,西半部はわずかに北に振る。上下 2

段程度の石の重なりはみられるが,石と石の間隙が多く,

積んだような状況は顕著でない。石列の基底部は第Ⅱ層

中に求められるが明瞭ではなく,む しろ遺構上面の平面

観を企図したものとみられる。なお,石列の最上部は消

失 した可能性がある。石列の下層からは,石鏃,剥片 ,

加工礫,叩石,磨石,引 き臼等の縄文時代～近世の石器

が出土しており,石列構築以前にこれらの集積が開始さ

れている。遺跡内の土地利用に伴い,用途を喪失した石

器・石製品が忌避される存在となり,特定の地点に集め

られ,こ れが石列へと転化 したものであろうか。石列の

間からは近世以降の瓦片が出上 してお り,形成時期は近

世を遡らない。遺構は「東ヤシキ」「南ヤシキ」の字境

付近にあり,境界表示等を目的としたものと考えられ

る。

(2)土坑状遺構

Ⅲ区P3(Fig。 33)

平面形は不整楕円形で,長径 147cm,短径56cm,検出

面からの深さは29.6cmで ある。埋土は暗褐色土である。

遺物は弥生土器,土師質土器等が出土している。遺構は

中世以降の所産と考えられる。

(3)ピ ット状遺構

①  lttP14(Fig。 33)

平面形は楕円形で,長径43cm,短径34cm,検出面から

の深さは30,3cmで ある。埋土は黒褐色上である。遺物は

土師質土器,瓦器,石器剥片,砕片等が出土 しており,

瓦器 1点 を図示した。遺構は中世以降の所産と考えられ

る。

② lttP21(Fig。 33)

平面形は円形で,長径29cm,短径26cm,検出面からの

深さは58.2cmで ある。埋土は暗灰色土である。遺物は土

師質土器が出上しており,土師質土器 1点を図示した。

網か1)吉Б分が1覚舌し】九

Fig.31 第 3次調査Ⅱ区摘乱状況図 。

石列平面図 (S:1/100)
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遺構は中世の所産と考えられる。

③  lttP32(Fig。 33)

平面形は楕円形で,長径63cm,短径38cm,検出

面からの深さは11.lcmである。埋土は黒褐色上であ

る。遺物は土師質土器,石器剥片,砕片等が出土

しており,剥片 1点を図示した。遺構は中世以降

の所産と考えられる。

④ Ⅲ区P4(Fig。 34)

平面形は不整円形で,長径34cm,短径26cm,検

出面からの深さは41.6cmで ある。埋土は黒褐色土で

ある。遺物は縄文土器,弥生土器,瓦片,石鏃 ,

砕片等が出土しており,石鏃 1点 を図示した。遺

構は近世以降の所産と考えられる。

⑤ Ⅲ区P6(Fig.34)

平面形は不整形で,長径54cm,短径36cm,検出

面からの深さは25。5cmである。埋土は黒褐色上であ

る。遺物は弥生土器,土師質土器,鉛玉 ?等が出

土しており,鉛玉 ?1点を図示した。遺構は近世

以降の所産と考えられる。

⑥ Ⅲ区P15(Fig。 34)

平面形は楕円形で,長径28cm,短径26cm,検出

面からの深さは26.8cmである。埋土は黒褐色土であ

る。遺物は縄文土器,弥生土器,土師質土器,石

器砕片等が出上しており,縄文土器 1点 を図示し

た。遺構は中世以降の所産と考えられる。

141ピ ット状遺構群 (Fig.33・ 表 4)

第 2次調査区のピット状遺構群の廷長とみられ

るピット状遺構 7基を検出した。中でも I tt P 16

は, I区北壁の上層堆積状況 (Fig。 29)か ら,第

I層 中もしくは第 I層下面から掘 り込まれている

ことが判明した。

3.遺物

(1)土器・陶磁器・土製品 (Fig,35)

縄文土器,土師器,土師質土器,須恵器,瓦器 ,

胞Ｏ
Ｍ
岨
。肺

イ
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Itt P65

ね
Ⅲ区 P4

Fig.34 第 3次調査検出遺構 2(S:1/20)

備前焼,青磁,陶器,磁器,土錘,合計35点を図示した。

152～ 157は縄文土器である。152は彦崎KⅡ 式土器か。154・ 155は平城式土器である。158は土

師器・高杯である。159～ 167は土師質土器である。1631ま外面にスス・タールが付着しており,灯

Itt P14 Itt P16

よ
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D.L.=59,4m
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Fig.33 第 3次調査検出遺構 1(S:1/40)
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Fig.36 第 3次調査出土這物 2(石器 。金属製品)

遺構名 平面形 長径×短径 (m) 深さ(m) 出土遺物 年代

IttS Xユ 楕円形 0。61 × 0,49 0。689 土師質土器,瓦器 中世～

I tt P 16 楕円形 ? 0.63× 不明 0。328 土師質土器,磁器 近世～

I tt P 38 円形 0.65 × 0.61 0.432 縄文土器,土師質土器,瓦器,砕片 中世～

I tt P 52 隅丸方形 0。59 × 0。58 0。429 土師質土器,瓦器,磁器,剥片 近世～

I tt P 56 不整円形 0.64 × 0.60 0。399 土師質土器,陶器,磁器,瓦 近世～

I tt P 59 楕円形 ? 0.64× 不明 0.547 縄文土器,土師質土器,瓦器,砕片 中世～

I tt P 65 精円形 ? 0.65× 不明 0。637 土師質土器,瓦器,磁器,瓦,砕片 近世～

表 4 第 3次調査ビット状遺構群計測表

明皿か。166・ 167は鍋である。168は須恵器である。169は東播系須恵器
。こね鉢である。170は須

恵器 ?・ 悟鉢で,焼成不良の非還元色を呈する。171'172は和泉型の瓦器・椀で,13世紀前半～

中葉のものとみられる。(1)173～ 176は備前焼である。173～ 1751ま 橋鉢で,173は片口部分である。

177は青磁で,見込部に細い線描きで蓮花文を施文する。179'1801ま 陶器である。178,181は 磁器

で,と もに青磁釉を施釉する。182～ 1861よ土錘である。182・ 184・ 186は瓦質の焼成である。

(2)石器・石製品 (Fig。 36～ 42)

石鏃,剥片,石錘 ?,加工礫,叩石,磨石,砥石,台石,石皿,引 き臼,不明石製品,合計31

点を図示した。

187～ 192は石鏃である。187・ 188は チヤート製,189～ 192はサヌカイト製である。192は未製品

か。198・ 194は剥片である。193はチヤート製で,残核の可能性がある。194は砂岩製で,横刃形

石器状の形態をなす。

195は石錘 ?である。196～ 199は性格不明の石器で,加工礫と仮称 した。196。 198・ 199は結晶
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Fig.37 第 3次調査出土遺物 3(石器 )

片岩製,197は泥岩製である。199イよ石錘の可能性がある。

200～208は叩石である。200～ 207は結晶片岩製,208は砂岩製で,形状・材質に規格性が窺われ
る。209。 210は磨石である。209は砂岩製,2101よ花蘭岩製である。2111ま砂岩製の砥石で,4面を
使用している。212・ 214・ 215は台石である。212・ 215は砂岩製,2141よ花商岩製である。2131よ砂

岩製の石皿である。216は砂岩製の引き臼で,使用面に4条以上単位の放射状摺目を敲打で形成す

42
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Fig,38 第 3次調査出土遺物 4(石器 )



0                             1ocm

第 3次調査出土遺物 5(石器)Fig.39



Fig.40 第 3次調査出土遺物 6(石器 )
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る。217は円柱状石製品の半載品で,砂岩製であ

る。

(31 金属製「品 領造.86)

218は鉛玉?で|ある。

註

(1)尾上実・森島康雄・近江俊秀「Ⅱ土器・。陶磁器

6.五器椀」『極説 中世の上慕 わ筒機器』中世上器
研究会編 真陽社 1995年

Hg.41 第3次調―査出土遺物7(石器)
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Hg.42 第 3次調査出土遺物 8(石器 。石製品)

メ
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第Ⅵ章

(1)第 1次調査について

11箇所の試掘坑を調査し,20基余りの遺構と各時代の遺物を確認した。

遣構の中で出土遺物によって年代が特定できたのは,弥生時代前期末のT P10-SKl,中 世

を遡らないとみられるTP3-Pl,TP4-Pl(?),TP7-Pl,TP7-P2,TP

7-P3,TP7-P4,T Pll― Pl,T Pll― P2の 9基である。T P10-SKlは ,そ の

出土遺物から石器製作に関わる遺構と考えられる。中世を遡らないとしたものには,近世のもの

も含まれる可能性が高い。一方,遺物は出土していないが,TPl― Pl,TPl― P2,TP

2-Pl,TP2-P2,TP9-P2の 5基は,中世及びそれ以前の形成によるものと考えら

れる。TP5～ T Pllの 区域では,各時代の旧地表面は近接していることが想像され,その結果 ,
遺物包含層が純粋な形では遺されなかったものとみられる。

遺物は,縄文土器,弥生土器,土師質土器,瓦器,備前焼,青磁,白磁,陶磁器,土錘,ガラ

ス製品,各種石器等が出土した。そしてその殆どはT P10か らの出土であった。 T P10の 遺物出

土量は他を圧倒 しており,それはそこが遺跡の中枢部に近 く,ま た遺存状態が良好であることを

示 している。また,石器剥片・砕片類は,少量ながらもすべての試掘坑から出土 してお り,縄

文・弥生時代の遺跡が調査対象地全域に遺存する可能性を示唆している。遺物から看取される遺

跡の存続期間は,縄文中期,縄文後期,弥生前期,弥生後期,中世,及 び近世以降である。縄文

中期,弥生後期はともに遺物が少なく可能性を指摘するに留まる。縄文後期は平城式をはじめと

する土器と,こ れに伴うとみられる石器類が出土している。弥生前期では,前期末頃の上器,凝

灰質頁岩 (酸性凝灰岩)・ 赤色チャー トを素材とする多量の剥片石器類,そ して半円筒状のガラ

ス製品が出土している。凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)は越知町横倉山産とみられ(1),原産地が特定で

きる事例 として興味深い。半円筒状ガラス製品は,外観では完形品とも破損品とも判定できず ,

また既存の器種名の範疇にもない, きわめて特異な形態をもつもので,国内には類例がない(2ち 県

内では最古のガラス製品と考えられ,今後当地域への搬入経路が問題となろう。また中世では瓦

器,輸入陶磁器等が出土しており,13世紀前半以降の遺跡の存在が明らかとなった。

以上の成果から,本次の調査対象地には,全域にわたって縄文～近世の各時代の遺構・遺物が

包蔵されていることが判明した。中でも縄文～弥生時代の遺跡に関しては,T P10周 辺が主な分

布域であり,一方中～近世の遺跡は,ほぼ全域にわたって展開していることが判明した。

(2)第 2次調査について

本次調査は,第 1次調査に基づいた初の面的な発掘調査であった。第 1次調査で検出していた

ピット状遺構のいくつかは,近世以降の所産とみられるピット状遺構群を構成するものと判明し

た。調査区全域に展開するピット状遺構群の性格は特定できていないが,後の第 3次調査でもそ

の一端が確認されていることから,遺跡における占有域は大きく,その位置付けは女川遺跡を理
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解する上においても重要な意義をもつものと考えられる。中世の遺構は東端部で確認されており,

ここから調査区外東方へ広がりをもつようである。本次の調査区は主に近世以降の遺構分布域に

相当しており,今後遺構の分布から遺跡の全体像を把握していく上においては,不可欠な事実を

追加することができた。

(3)第 3次調査 について

本次調査は,第 1次調査の「点」の成果を「線」へと昇華させたところに大きな意義を有する。

その成果は,調査区周辺の未調査区域の様相に関するある程度の推測を可能にした。

I区では,東から西への地形の傾斜が認められ,標高の高い東半部側が遺構分布密度は高くな

っている。それらは建物を構成する可能性があり,南北両側へ広がるものと推察される。Ⅱ区は

石列状遺構の存在感を除けば,遺構の少ない区域である。第 2次調査のピット状遺構群の真北に

ありながら,それはⅡ区には広がらず,一方 I区 には延びていることで,遺構群のアウトライン

の一部が見えてきた。 I区検出のピット状遺構群の東西列は I tt P 65を 西限としており,その先

にはⅡ区石列状遺構がある。ピット状遺構群は,字境との関連が窺われる石列状遺構を意識して

いる可能性があり,そのことはピット状遺構群の性格に迫る際の重要な証左となる。Ⅲ区も中近

世の遺構分布域であるが,検出密度はかなり散漫で,建物跡を構成するかどうかも不明である。

Ⅲ区以西は,第 1次調査TP■にみられるように,検出面までの深度も浅くなり,撹乱痕跡の多

くなることが予想される。

以上の成果から,中近世の遺構は I区東半部付近を中心として広範囲に存在することが判明し,

また縄文・弥生時代の遺物は広範囲に認められるが,遺構及び遺物の集中域については,本次調

査区が「カギ形」に取り囲んだ内側 (すなわち北～東)方面にその所在を絞り込むことができた。

註

(1)石材,な らびに産出地については,安井彼夫氏 (越知H」企画課横倉山自然交流センター準備室)に御教

不いただいた。

(2)藤田等氏に御教示いただいた。

藤田等『弥生時代ガラスの研究 ―考古学的方法―』名者出版 1994年



表 5 土器・陶磁器観察表 1

挿図番号 出土地点 層位 器種/器形
/部位

去量 にm,g 廷様 調整  外面/内面 画

面

外

内
台土 篇考

Flg lo-1 第 二次調査 穐X主器
/回縁都片

残高   180 電文 RL(破 い原体),ナ デ/ナ デ
尺責褐    ク  5/2

電文中期  凋合元式 i

Flg 10-2 第 1次調査
T P10 1Ⅱ 層 /日縁部片

残高   280 を4/Rl,竹管刺突1,縄文RL?/沈線 1,ナデ
ト面 :功旧 す 疋責褐    ク  4/2

当栗 ,長石 ,雲母
者閃石

T 5-SKl
縄文土器 /深鉢
/日縁部片

残高   300 を線 1.縄文 RL ミガキ/ミ ガキ :ぶ い貢褐 10YR 5/4 竜石 ,テ ヤー ト 亀文後期 平城式

T 10  Ⅱ層
隠文土器/深鉢 残高  280 イ」突 17,ナ デ/ナ デ 7,淀 T7R】大咬 ユ 月赤褐    5YR 5/6 チヤー ト,長石 ,

次調査 縄文土器/深鉢 残高  180 沈線 2,縄 XRL/ナ デ 5      7餌R
こぶ い 音 jf3 10VR

／

／

長石,石英 ,

チャート
FIg 10-6 第

Ｔ

次調査 健文土器/深鉢
/日縁書ヽ片

灰褐    7 5YR 4/2
にぶい褐   ク  5/4

臣ね , 電天後剤

Flg lo-7 第
Ｔ

次調査

/日縁部片
残高   210 ナ デ

こぶい褐  7 5YR 5/3
電文後期

Flg 10-8 第 1次調査
T P10-SKl /口縁部片

残百  2Ю 撚糸文 L?/ナ デ (稜鋭い) にぶい赤禍 5YR 5/4
にぶい黄褐 lσrR 4/3

躇石 ,チ ヤー ト 電文後期

T P10-SKl
縄文上器 Y

/国縁都片
残高  230 にがい赤褐 5Y R 4/4

にぶい褐  75Y R 5/4
軍石 ,石芙 電文後期 ?

T 10  1 1,暮
縄文土器/深鉢
/口縁吉

`片

残高  190 ナデ (ミ 〃キ的,/ナ デ (fHい , こがい赤褐 5Y R 5/4 長石,雲母,石英 ,

ngio-11
属

査

Ｔ

詞次

ｍ

罪

Ｔ

縄文土器 ? 隆帝 ,ナデ/ナ デ 登      7 5YR 6/6 長石 電X後翔 Y

Flg 10-1 次調査 縄文土器
/日緑蔀片

嘱局   170 不」突 1,ナ デ イ/ナ デ こぶい褐  7「DYR 5/4 ミれ,テ ヤー ト 電文後期 ツ

Fig lo-1〔 次調査

/口 縁部片 ?
娠高  21C ナデ,ヘ ラナデ 電文後別 ツ

FIg 10-14 第

Ｔ

次調査
10-SK】 /口縁苦[片

残高  350 を線 2,縄文 RL.ナ デ//ナ デ (丁寧 )
ク            ク     3ッ /1

支石 ,石英 , 雲 母 電文後期,平城式

T
久 副 全

10-SK]
縄文土器/深鉢
/日縁部片

残高   160 沈線 1,表面剥落/ナ デ ?(表面剥落 ) 二ぶヤ`貢褐 ltlY R 5 4 烹石 ,石英 ,雲母 電文後期,平城式

T 10  1 Ⅱ層
健文土器/浅鉢
/口緑都片

残高  62C こぶい貢掏 10Y R 4/【 見石 ,雲母 , 石英

T
次訓査
10 1 ■層

縫文土器/深鉢 残高  25C 流線 3,縄 文 RL/ナ デ :ぶ い褐  7 5YR 6/1
ク    ク  5/!

ミ石 見ズ後別

Fig lo-1〔 次 Fh3査 縫文土器

/1同 菩К片
娠 局   36∪ を線 3(室 弧状 ),縄 文 RL/ナ デ 雫掲    10Y R 3/[ 電文後剤

Flg lo-1〔 第

Ｔ
次調査 縫xttrF

/胴部片
残高  130 沈線 2,縄 文 RL/ナ デ にぶい黄褐 10Y R 5/〔

にぶい責橙  ク  6/(
ミ4E,ね 央 ,角 閃〔 電文後期 ,循毛式 ?

ng■ 0-2( 第
Ｔ

次調査

IO I■ 層 /胴部片
残高   120 沈線 2,縄文 RL/剥 落,器厚不明

にぶい褐  7 5YR 5/4
竜右 電文後期

Flg 10-2
T 10-SKl

隠文土器 /深鉢
/胴部片

残高   260 にがい貢種 10Y R 6/4
″     夕   7/4

棄石 ,円砂 t‐ 健文後期

T 10  Ⅱ層
礎文上恭 /深鉢 残高   270 πF7RX(円 形人租み,,縄文Y/ナデ(租い, 明赤褐   5Y R

にぶい首13 10Y R

／

／

琵石 , 石英 , 雲母

Ⅲig 10-2t 第 二次調査 鰭文土器 残高  220 況線 3,純 文 Y/ナ デ ツ にぶい赤・IE 5YR 4/4
明赤IB    ク  5/6

rig 10-24 第 1次調査 健文土器/深鉢
/1同部片

縄文 Rを ,ナ デ/ナ デ ,条線 ユ にぶい黄

暗灰黄

20r ／

／ 府ャート
健文後射

ng 10-2〔 第 1次調査 礎又土喬
/胴部片

瑕高   160 組文 RL,ナ デ/ナ デ 火衛    うY( 4/Z
〔ぶい赤褐  ク  4/4

鶴文後期

Flg 10-2C 第 1次調査
T P10 1Ⅱ 層 /胴都片

残高   270 先線 2,刺突文 1, ミガキ ?/ナ デ
にぶい黄褐 10Y R 5/こ

電文後別

FIg lo-27

T P10 1Ⅱ 層 /1同苦[片
残高  120 驚石 電文後期

T P10 1Ⅱ 提郵
縄文土器 残高  170 π泳 3,ナ デ/剥 洛 ,器厚 イヽ 明 こぶい貢袴 10Y R 7/3

8灰    75Y R 5/1
電文後期

層

貧

Ⅱ

開久

Ю

弔

Ｔ

縄文土器
/m乱片

残高  230 ナデ (1学 ,/況線 3,ナデ (」 年, こぶい貢種 10Y R 7/3 更石,石英,雲 E

ng 10-3( 證
本
次

ｍ

富
一
Ｔ

縄文土器/深鉢 ヘラナデ Y,沈 1/RY/ナデ ,ヘ ラナデ こがい黄橙 10Y R 6/4
死昔拐    ク  5/,

Fig 10-3! 次調査 縄文土器 /深鉢
/耳同言К片

娠 局   390 泥 itR 1 7,ナ デ/ナ デ こぶい黄褐 10Y R 5/4
こぶい赤褐 5Y R 4/4

電文後剰

FIg lo-3を 第

Ｔ

次調査 健X土器/殊鉢
/1同 部片

残高  440 ナデ (粗い)/ナ デ (丁寧 ) こ心 い褐  /bX R う/4
〔褐    5Y R 4/6

電文後期

Flg 10-3そ 力
Ｔ 10 Ⅱ層

FEX土器
/胴部片

残高  430 ナデ (粗い)/ナ デ こぶい禍  75Y R 5/3
とがい責橙 10Y R 5/3

鷺文後期 ?

? Ю― SKユ
儒文土器/深鉢
/胴部片

残高  390 音1/t貢    25Y R
こぶい黄袴 10Y R

／

／

烹石,赤色砂粒 電文後期 ?

第 1次調査
T P10-SKユ

赤生上器
/口縁書[片

残高  210 R貢掏   10Y R 5/2
こぶい音沿   ″   6/3

∃色砂粒

いig ll-3( 第 二次調査 赤生土器
/□繰菩【片

残高  280 泥f7kl Y,ナ デ/ナ テ こぶい貢橙 10Y R 6/4 ミ石,円砂粒 ,

hg ll-3「 第 1次 PLI査 赤生土器/壷 狭 1,調 整不明/ナ デ 月貢褐   10Y R 6/て
こぶい昔・13 ク  5/∠

容生両剰

耐g ll-38 第 1次調査 称生土器
/日縁部片

蹟局   120 ナデ,沈線状掻き取 り
と面 :刻 日 内方にIPilic ク  5/1

ぶ生前剰 ツ

ng ll-39 第
Ｔ

次調査
10-SKl /胴部片

残高  4Ю 先線 17,ナ デ ?(剥落)/ナ デ
こぶい黄橙  ク  7/3

ボ生前期

Flg ll-4( ″
Ｔ 10 1 Ц層 /月同著[片

残高 290 沈線 1?,ナ デ/ナ デ こぶい0 75Y R 6/4
疋黄褐   10Y R 4/2

Jttt‐ 体生前期

T 10-SKl
体生上器 Y
/胴を【片

残高   330 沈線 2?十 条線 ? ナデ/ナ デ (粗い ) こぶい貢橙 10Y R
К黄褐    ク

／

／

度石 よ生時代 ?

T 10-SKl
体生土器

/廣吉【片
高

体

残

亡

ナ デ こがい貢褐 10Y R ／

／

民石,円砂粒

次調査 土師質土器/不 残高  100
箋径  780

にぶい・F3 75Y R 5/3
にぶい沿   ク  ハ/4

J転糸 L7Jり ,ロ クロ石
ヒ世 ?

ng ll-44 次調査 土師質土器/耳
貞径  840

回転ナデ 0    75YR 6/て 踊 糸うりり,ロ クロ右
生世 ?

■g ll-41 次調査 土師質土器/鍋 ?
/胴都片

ナデ/ナ デ ?(屠 滅 , にぶい褐  75Y R 5/4
明褐     ク  5/6 肘火粘土 ?

年薗下半黒変
け世



表 6 土器・陶磁器観察表 2

車図番考 J土地点 層位 手種/器形 去量 (cm,g) 文様 調整  外面/内面
そのIllの都位

色調   外面 〕台土 魔考

ilg ll-46 第 1次調査 と師質土器
/大鉄 /R同 吉Кμ

曳高  440 子し1,ナ デ/ナ デ 灰

灰

陽

蓋 25Y
／

／
長狛 ,ね 共
耐火粘土 ?

面ヽスス付着

第 1次調査 二器/椀 甍高  190 ナデ/ナデ,平行線状暗文
ク     N  4/

佃泉 型

第 1久嗣全
T P10 1Ⅱ 層 片

楓
部
／
縁
器

口

硯局   ■8C ナ デ ／

ク

５Ｙ

ク

籟

ク

旧泉型

■g■ 1-49 語 ユ次調査 扁前焼 /積鉢
/口縁部片

鳴高   59C 回転ナデ/回転ナデ,楯 目 7条/2 cm単位 ミ褐 75YR 3/1 ロクロ石

�g■ -50 第 1次調査
TP7イ寸却千 表拐

馬前焼 ツ/壷
.

/腐都片
再

径

章灰 25Y ／

／

ロクロ右

�g ll-51 第 1次調査 青磁 /碗 晩高   280 無文 /陰刻界線 2,陰 刻車 7Ett Y 疋オリ ブ 75 6/ 勺外面施釉

「ig ll-52 第 1次調査 奇磁/碗 茂高  210 鏑蓮弁文 /無又 勺外面施釉

書1次調査 青磁/碗 残高  290 鏑蓮弁文/無文 オリーブ灰 10Y  6/
筆泉窯系 I類 -5

扁ユ次 HL全

農採

ヨほ/伽 虎高  270 無文 自 Y 7/ 1 再タト向施和

有磁 、類

rig■1-55 看ユ次 p・l査 阿 器 /椀
/日縁部片

茂高   300 無文 完黄     25Y ／

ク

■g ll-56 壻 1次訓査 呵器 /皿
/回緑部片

妄再   170 無文 えオリーブ ／

／
天TII,細かい貫入

ilg ll-57 著1次調査 磁器 /皿 口径  1060 無文 /見込 に施文 月緑灰  75GY 7/1 内外面青磁釉

■g ll-58 第 1次調査
表採

磁器/菊花形皿
/底部片

残高  160 無 文 月緑殊 10じ   7/ 内外面青磁釉 型打成形

高台内蛇の目釉ハギ

第 1久蘭金
TP7付 近 表採

磁器/紅皿 口径

器高

放射状条線/無文 型押 し成形

外面無釉

「ig lユー60 君1次訓盃
TP6 1 11屠

題器 /F■皿 住
高
四
残

放射状条線/無文 灰自    5Y 8/1 型押し成形,内外薗無 IHI
lR前

Fig ll-61 第 1次訓査
TP7 r■ 層

眩器 /猪 日 口径   4削 鮭支 灰 白 ／

ク

５Ｙ

ク

勺外面透明釉,細かい貫ス

Flg 25-12 第 2 次調査 土師質土器 /翻 口径  1000 回転 ナテ 隆 5Y R 6/ ロクロ右

風g25-13 第 2次調査 上師質土器/皿「 残高  180 回転 ナデ にぶい0 75Y R 6/4
声舒      ク  6ッ/6

ロクロ右

ig 25-13 第 2次調査 土師質土器 残高  090 回転ナデ 橙ヽ 回転糸切 り,ロ クロ右
中世

干 Z ttpll盆

B4-P8
土師質土器/噺 曳高  150 回転ナデ ?(磨減)/回転ナデ 燈 5Y R 6 回転糸切 り,ロ クロ石

中世～ ?

軋g25-13〔

IⅡ 層 /底都片
画
径

回転ナデ/回転ナデ,ナデ にぶい黄橙 10Y R 7/(
//    ク  7/∠

」斬糸切 り

�g 25-1,
/火鉄 ?/胴 部ナ

Bこ高  2ユ C 期寸さ イ,孔 ユ,ナデ/ナ デ にぶい黄橙 10Y R 5/【 三石 ,石英 ,雲母 対外面黒変

軋g25-13( 弔 2次 J「3査
/旋書[片

晩再   35C ケヽ状 条線 4条 /07、 単位 ,ナデ
/ナ デ ?(磨 滅 )

灰      5Y ／

／

こ世 ?

Ⅲg 25-13( 第2次調査 青磁 /碗 ヨ径  1340 無 文 ¬外 国厠 細

ig 25-13′ 第 2次調査 青磁/碗 残高  240 銅蓮弁文/無文 オリーブ灰 25G Y 6/1 勺外面施釉

第 2次調査 自磁/碗 口径 14紹9 無文

ヨ盛Ⅳ類

C3-Pl /口縁部片
寅高  170 草花文 ?/四方欅文 ／

ク

Ｎ

ク

囀

ク

第 2次訓盃
表採

虚器/擁 甍高   28〔 無文 10Y 7/ ¬外白施釉,青磁和ツ

■g25-14 第 2次 Vil査 滅器 /碗 残高   35( 妾,盾車 ,区回,劉+7,倣 キスあ り/無引 聴
ク

10Y 8/J 染付,内外面施粕

第 2次調査 眩器 /皿 口径  110( 無 文 ／

ク

Ｎ

ク

聴

ク

内外面施釉

ag 25-14 査

‐

調

つ

次

一

第

β

磁器/皿
/FF■【片

残高  11( 無 文 内外面施釉

第 3次調査 縄文土器 残高  205 ナデ/沈線 1,ナデ にぶい貢橙 10Y R 7/2 良右 , 伯央 , 健文後期 彦崎 KⅡ 式 ?

第 3人硼企
Ⅲ区  I層

電文土器 ? 残高  170 突帝貼付 .ナデ/ナ デ にぶい構  25Y R 6/4
明赤褐    ク  5/6

百英 , 長 石 健文後翔 イ

「ig 35-1,
I反  Ⅱ層 /胴部片

覺局   155 縄文RL,ナ デ/ナ デ (丁寧 ) 月赤褐 25Y R 5//6 艮石 , 石 栗 磨市縄文

霜 3次訓査 電文土器 /深日
/胴著[片

貞高   240 死線 3,縄 文 Rし , ミガキ
/ミ ガキ～ナデ (丁寧 )

明赤褐 ／

ク

長石,石英,宴母 , 詈消縄文

第 3次 phI査 電文土器
/胴書低片

曳高   410 縄文 Rし , ミガキ/ナ デ にがい黄橙 10Y R 6/3 長石 電文後期

晰g35-15千 第 3次調査 電文土器 ?

/庚都叶
曳高   220 ナデ (粗い,,指 顕抑圧 /ナ デ (4Uヽ にぶいTB  75Y

にぶい責褐 10Y R

／

／
長石 電文後期 ?

'ig 35-151
第 3次調査 土師器/高郭 曳高  170 ミガキ ?,沈線状破槙/ナ デ にぶい責橙 10Y R

=墳
時代

乖 3人嗣 企 土師質土器 ２０

ｍ

高

雰
磨減,不明/回転ナデ 莞貢栓   10Y R 8/4

ク        ″   8/3
二g35-16(

I区― P21
上H巾質土器/ラ
/底部片

］同
終

回転ナデ/回転ナデ (ヘ ラ使用 ?) 豊    75Y R 7/6 」転糸切り,ロ クロ石

�g 35-16] 乖 3次調査
I反  口層 /底部片

回転ナデ/回転ナデ (ヘ ラ使用 ?) こボい褐  75Y R 6/3 回転糸切 り,ロ クロ左

Ⅲg 35-16′ 盆

目

嗣

π

本づ

匡

干

Ｔ /廣部片
氏高 14C 回転ナデ 登    75Y R 7/6

●ズい潜   ク  7/4
回転糸切 り,ロ クロ石

対g35-16( 第3次調査
Ⅱ区 Ⅱ層

土師質土器 /"
/底部片

残高   1質 回転 ナデ とぶい橙  75Y R ／
／

回転系切 り,ロ クロ右
外面 :ス ス タール付着



表 7 土器・陶磁器観察表 3

表 8 土錘観察表

言図番号 樹土地点 層位 器種/器形 法量 にm,g 文様 調整 タト面/内面 色調    タト面 冶上 斎考

F3次調査
]反  ]層

上師質土器 残高   120 回転ナデ//磨減,不明 茂貢橙   10Y R 8/t
にぶい苦搭  ク  7/4

]転糸切 り,ロ クロ石

行3次訓査 土師質土器 残高  090 磨減・ 不明 甍貢橙   10Y R 8/」 ロクロ成形

信3次調査 上師質土器/斜 残高  340 鍔,ナデ/ナ デ 天褐    5Y R 4/2 長石.石英 中世

再3次調査 上師質土器/舒 残高  220 にぶい橙  75YR 6/4

,3久副全 」区
―石アJ周囲 Ⅱ層 /底都片

高

径

残

寛
回転ナデ,ナ デ/ナ デ

蕉面 :ナ デ ク         //    5/

一石列周囲 IⅡ 層
負忠器 /こ ね割 残高   420 回転ナデ 罠石 Y ロクロ右

中世 東揺系
負恵器 ?/播 留 残高   370 ナデ/ナ デ,悟 目 5条/1 5cln単 位 にぶい貢橙 10Y 6/“

//     ク  7/f
rJB成不良で非還元色

再3次調査 E器 /椀
/□綴都片

残高  210 ナ デ にぶい橙  5Y R 7/4 和泉型

信3次調査 厄器/椀
/藤喜К片

残高  060 ―//磨減,不明 にぶい黄橙 10Y R 6/〔 和泉型

■g35-1イ 言3次調査 備前焼/橋鉢 」嚇ナデ,ヘ ラナデ 3条 ,ナ デ
/回転ナデ 糖目 5条 /1 4cm単位

陥
ク

3/t 自色砂粒 ヤH舌卜,ロ クロ石

IH Rl焼 /稲鉢
/底部片

J転ナデ,ナデ
/回転ナデ 糟日7条 /2 1cm単 位

桐

灰

75Y R 4/2
25Y 6/]

ロクロ版形
中世

貧
層
嗣
Ⅱ
公６
区

隔前瞬 /指鉢
/底著[片

残高   250 ナデ/ナ デ,糖 日 7条 /2 1cmtt1/ にぶい赤褐 5Y R 5/t
灰苦褐   10Y R 5/′

ヨ色砂粒 中世

再3次調査
I区  石▼‖下層

踊前焼 /壷 7
/廃書【片

高
径

残

ｉ

自然釉 ,光沢 /回転ナデ,自 然釉数 力所
苺面 :カ ヤ ?燃夕確 り付着 潮́ 樫城大に祭缶

極暗赤褐  5Y R
にぶいlI●R  ク

／

／

再3次調査
【区 IⅡ 層 /底部片

高

径

残

底
―/蓮花文 (ヘ ラ描き,細い) 月オリープ灰 5G Y 7/1 内外面施釉,貫入多い

高台内部 畳付都は無れ

Flg 35-lη 再3次調査 Ⅱ区 磁器/碗 残高  240 無文/?文 (ヘラ描き),界線 1 R灰   75GY 6/1 内夕1面青磁釉

風g35-ユ η ヨ3次調査 陶器/蓋 践高  120 器文 /回転 ナデ 悟褐    75Y R 3/4 フト回欽4HI,ロ ロ器イ円

tJ誘 /碗
/口縁都片

無文 フ貢 ／

ク 水面一部砂粒付着

【屠

r4器

/底部片
高
径
残
Ｌ

火自 75Y 対外向百磁釉 ,瓜向施れ

挿図番号 出土地点・層位 法量 (cm 営) 文様・調整
従 面 /丙 面

色  訓 備  考
全 長 令 幅

Flg■ 1-62
Flg■ 1-63
FIg■ 1-64
Πg 25-1型

Flg 25-145

Flg 35-182

Flg 35-183

FIg 35-184

Fig 35-185

Fig.35-186

第 1次調査 TP7 11層
第 1次調査 TP3 Ⅲ層
第 1次調査 TP2 1層
第 2次調査 C3-P3
第 2次調査 C3-K2
第 3次調査 I区― P14

第 3次調査 I区 ・Ⅱ層

第 3次調査 I区― P65

第 3次調査 Itt I層

第 3次調査 Ⅱ区 Ⅱ層

９０

６０

２０

００

９０

８０

６０

６０

　

Ю

　

Ю

３０

５０

２０

８０

５０

２０

２０

２０

００

　

４０

130
130
090
17Э

l.45

X10

1.20

070

090

120

■

６

３

■

・
５

６

　

・
３

　

・
２

　

・
５

　

・
４

６０

９０

５０

則

４０

００

　

２０

　

１０

００

　

８０

ａ

■

１
．
‐４

６

＆

　

３
．
　

２
．
　

Ｉ

　

＆

ナデ/―
ナデ/―
ナデ/―

ナデ/縦位繊維圧痕
ナデ (ミ ガキ的)

/縦位繊維圧痕
ナデ?(磨減)
/縦位繊維圧痕
ナデ (ミ ガキ的)

/縦位繊維圧痕
ナデ/―

ナデ,使用に伴う剥離 ?
/絆竹締維序席

｛アナ / 灰貢   2.5Y7/2
にぶい黄 2.5Y6/3
暗灰黄  2.5Y5/2
灰    5Y 4/孔
灰黄   25Y6/2
黒褐   10Y R 3/2

にぶい黄 25Y6/3

暗灰    N 3/

にぶい責橙 10Y R 6/3

灰    5Y 6/1

外面に黒班 ?

瓦質

瓦質

外面黒色付着物,光沢

内面付着物,光沢
瓦質



表 9 石器・石製品・ガラス製品・金属製品観察表 1

挿図番号 出土地点 層位 器種 法量 ,m 宣 ) 調 整 等 狛 7 7箕 備   考
全長 全幅 全厚 重畳

FIg 12-65

Fig■ 2-66
Flg■ 2-67
Fig■ 2-68
FIg 12-69
Flg 12-70

FIg 12-71
FIg 12-72
Flg 12-格
FIg 12-盈
FIg 12-75
Flg 12-76
Flg 12-77
Flg 12-r8
Flg 12-79
FIg 12-80
FIg 12-81
Flg 12-82
ng 12-83
Fig■ 2-84
Πg 12-85

r~lg■2-86
Flg 12-87
Flg 12-88
Flg 12-89
Flg 12-90

Fig■ 2-91
Fig■2-92
Fig■ 3-93
Fig■ 3-94
Fig■ 3-95
Flg■3-96
Flg 13-97

FIg■3-98
Flg 13-99
Flg 14-100
Fig■4-101
Fig■4-102

Flg 14-103
Fig■4-104
Fig■ 4-105
Flg 14-106

FIg 14--107

Flg.14-108

Fig■4-109
Fig■ 4-110

Flg 14-111

Flg■ 5-112

FIg 15-1文3

Flg 15-114

FIg 16-115
FIg 16-■ 6
Flg 16-■ 7
Flg■ 6-118
Πg 17-119

FIg 17-120

Flg 17-121

TP Ⅱ層

第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 TP4 Ⅲ層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層

第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 TP4 Ⅲ層
第 1次調査 TP2 1層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10,II層
第 1次調査 T P10 Ⅱ層
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10 1層

第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 TP6 11層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 11層

第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 1.I層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 Ⅱ層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10,II層

第 1次調査 T P10 1Ⅱ層
第 1次調査 T P10 1層
第 1次調査 T Pll I.I層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 TP8 1層

第 1次調査 T P10 1Ⅱ 層
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 1Ⅱ 層
第 1次調査 T P10-SKl

第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10-SKl

第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 TP4 1層

第 l次調査 T Pll I層

第 1次調査 T P10-SKl

第 1次調査 T P10-SKl

第 1次調査 T P10-SKl

第 1次調査 表採
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10-SKl
第 1次調査 T P10 11層
第 1次調査 T Pll I.I層
第 1次調査 表採

第 1次調査 TP2 1層

獅 嫉

石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃

石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃 ?

石鏃
石鏃 ?

石鏃

石鏃
石鏃
石鏃
石鏃
石鏃

石鏃
石鏃
石錐
尖頭器 ?

尖頭器 ?
スクレータヾ

スクレーパ

スクレーパ

スクレーパ

RF
RF
RF

RF
RF
RF
RF

石核

石核

石核

石錘
石錘
石錘
石錘 ?
叩石 ?

磨石

叩石

剥片留甜却

ＲＦＲＦ　叩競

７５

６５

９５

８０

４０

　

２０

５０

６５

５５

７５

５０

８０

７５

‐０

８５

４０

００

４０

００

００

　

２５

９５

００

５０

８０

　

９５

８０

５５

２０

８０

２５

２５

　

２５

６５

４５

００

２０

靱
側
鰤
潮
閉
囲
　
蜘

115
0.85

120
115
080

１０

３０

１０

２０

１５

‐０

‐０

９０

００

１０

２０

２５

４５

８５

４５

　

９０

６０

７０

７５

２５

　

３０

３０

７０

３０

７５

２０

９０

　

７５

９０

６０

００

８５

４０

０５

　

Ю

６０

　

７５

５

０

５

５

０

　

５

０

０

５

０

０

５

０

０

０

０

５

０

５

５０

　

５０

３５

２０

３０

３５

　

４０

６０

３０

６５

４０

Ю

５５

　

５５

６５

２５

５０

２５

３０

３０

２０

５０

２０

　

３０

５０

５０

３０

３０

６０

６０

Ю

２０

Ю

３０

３０

００

１０

Ю

　

３０

１０

９０

００

００

　

８０

９０

３０

５０

３０

Ю

削

760
850
0紹Э
180
0.紹Э

囲
阿
聞
蜘
　
　
剛
剛
　
剛
側
　
卿

2740

3320

12020

43.紹Э
9080
15760
10350
6990
66500

49100

幽丞 表異 :素材向灰い
未製品 左側縁欠損で製作断念?
尖端言Ⅲま未調整→基部調整先行
凹基 表裏 :素材面広い
凹基 素材面なし
四基
凹基
凹基 左逆刺部のみ残存
素材面なし

尖端→基部の順に側縁調整
素材面なし

完存
完存 凹基 素材面なし?
凹基 素材面なし
凹基
凹基 素材面なし 尖端鈍い?
尖端部のみ残存

尖端部のみ残存

完存 ? 凹基
ほぼ完存 縦長剥片素材
基部調整簡略 調整片面に偏る
平基

扁平素材,周縁調整
扁平素材,周縁調整

完存 平基 未使用 ?
扁平素材,周縁調整
凹基
凹基

維長剥片素材 背面の稜を利用
維長剥片素材

扁平素材,周縁調整
石庖丁 ?

左側面 :礫皮面あり
横長剥片素材
横長剥片素材
扁平素材,周縁調整 尖頭器 ?
周縁調整 石鏃未製品 ?
右側縁に調整 スクレーパ ?
左側縁 :片面調整 ?

扁平素材,周縁調整
石鏃未製品 ?

完存 右狽I縁 :礫度面
石鏃 ?
石鏃 ?

扁平素材,周縁調整
尖端部形成前に破損した石鏃未
製品 ?

左側縁 :片面調整 ? 石鏃 ?
扁平素材,周縁調整
折損部以上未調整→石鏃未製品?
石核 ?
下端に調整 未製品 ?
節理多い

左側縁 :打面調整 ?

剥離面 礫皮面の風化進行
残核 ?

右側面 :節理面

片面 :礫度面 (円礫)残核 ?
主に上面が打面
右側面 :礫皮面あり 残核 ?
片面 :礫皮面 (円礫)
原核からの 1次削片 ?
腹面下端 :石核利用時の剥離
長軸両端打欠
完存 長軸両端打欠
ほぼ完存 長軸両端打欠
一端部打欠
一端部に使用痕
完存 周縁部に使用痕
赤変,被熱 ?
完存 周縁部に使用痕
表嚢面やや平滑

チャート
チャート
チャート
チャート
珪質頁岩 ?

チャート
チャート
チャート
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト?
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト
サヌカイト
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩

凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩

凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
チャート
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
サヌカイト

凝灰質頁岩

凝灰質頁岩
凝灰質頁岩
チャート
チャート
サヌカイト

サヌカイト

疑灰質頁岩
凝灰質頁岩
凝灰質頁岩

凝灰質頁岩
凝灰質頁岩

凝灰質頁岩
チャート

チャート

チャート

凝灰質頁岩

凝灰質頁岩

泥岩
砂岩
砂岩
結晶片岩
結晶片岩
花尚岩

砂岩

縄 災 時 代

縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代

縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代 ?
縄文時代 ?

弥生時代
弥生時代

弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代

弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代

弥生時代
弥生時代
縄文時代 ?

弥生時代
縄文時代 ?

縄文時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代

弥生時代
弥生時代

縄文時代
縄文時代

縄文時代 ?

弥生時代

弥生時代

弥生時代

縄文時代 ?
弥生時代 ?

弥生時代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?



表10 石器 。石製品 。ガラス製品・金属製品観察表 2

挿図番号 出土地点 層位 器種 法量 (cn, 質) 調 整 等 ね材  材 賃 備   考
全長 全 幅 全厚 重量

Fig■ 7-122

Flg 18-123

FIg 18--124

FIg 19-125

Flg 19-126

FIg 19-127

Fig 19-128

Fig 26-146

Fig 26-147

Fig.26-148

Fig 26-149

Fig 26-1「D0

Fig 26-151

Flg 36-187

Flg.36-188

Flg.36-189

Flg.36-190

Flg 36-191

Fig 36-192

Fig 36-193

Fig 37-194

Fig 37-195

Fig 37-196

Flg.37-197

Flg 37-198

Flg 37-199

Flg 38--200

Flg 38--201

Flg 38-202

FIg 38-203

Fig 38-204
Fig 38-205

Fig 39-206

Fig.39-207
Fig,39-208

Fig 39-209

Flg.39-210

Flg.40-211

尉g40-212

Flg 40-213

Fig 4ユ ー214

Fig 42-215

Fig 42-216

Flg 42-217

Flg 36-218

第 1次調査 表採

第 1次調査 T P10-SK
第 1次調査 T P10 1層
第 1次調査 TP3・ I層
第 1次調査 T P10-SK

第 1次調査 TP5 11層

第 1次調査 T P10 11層
第 2次調査 B4-P3
第 2次調査 B4-P3
第 2次調査 B4-P3

第 2次調査 B3-P2
第 2次調査 D2-P3
第 2次調査 西側畑 表採

第 3次調査 Ⅱ区 I層
第 3次調査 Ⅱ区 I層
第 3次調査 I区・ I層

第 3次調査 I区―P4
第3次調査 I区  Ⅱ層

第 3次調査 I区 石列下層
第 3次調査 I区― P32
第 3次調査 Ⅱ区・石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 石列下層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 す石列下層
第 3次調査 Ⅱ区 すⅡ層

第 3次調査 Ⅱ区 ,I層
第 3次調査 Ⅱ区 ,I層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 Ⅱ層
第 3次調査 Ⅱ区 I層
第3次調査 I区 石列下層
第 3次調査 I区 Ⅱ層
第 3次調査 I区 石列下層
第 3次調査 I区 石列下層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 Ⅱ層
第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第3次調査 I区 石列下層
第3次調査 I区・石列下層
第 3次調査 I区 石列下層

第 3次調査 Ⅱ区 石列下層

第 3次調査 Ⅲ区― P6

叩石

叩石

台石

不明石製品

半円筒状
ガラス製品

銭貨

鉛王 ?

石鏃

石鏃
RF

Ｆ
石

石

Ｒ
叩

砥

鏃
鏃

　

鏃

片

片

石

石

　

石
剥

剥

石

石

　

皿

砥

台

　

石

石鏃 ?

石鏃

石鏃 ?

石錘 ?

加工礫
加工礫

加工礫
加工礫

叩石
H田石
H「石

叩石

叩石

叩石

叩石

叩石

叩石

磨石

磨石

舗
筋
剛

不明石製品

鉛王 ?

劉

　

削

制

２０

４０

■

　

‐２

‐６

Ｚ

Ｉ

220

090
175
115
285

1290

11,95

11.50

‐５

刑

７５

＆

Ю

９
．

剛
邪
醐
　
剛
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３．．５２．．５閉
　
６．００剛
硼
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剛
　
回
酬
ｍ
　
ｍ
酬
醐
剛
醐
蜘
囲
酬

６０

００

７５

820

1150

1390

100
160

剛
略
囲
　
則
・・２０　
２，２０３．‐５８．９０　
３．‐０閉
軸
　
剛
剛
　
軸
軸
蠅
　
剛
錮
６．５０蜘
４．‐５閉
剛
蜘
　
朝
路
　
唖

制

剖

２０
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‐８

ａ

９０

３０

１５

００

　

４０

００

７０

５０

２５

・５

　

２０

２５

　

５０

９５

５５

　

‐５

‐５

３０

　

９０

１５

　

捌

制

列

　

Ｓ

刑

罰

劇

則

劇

Ｓ

弱

　

，
１０

，
９０

　

劇

６０

７５

７５

００

　

００

・

００

０

０

馳
　
路
２２５０
器
２．５

25000
8190

40500
169,80

556.10

42200
196.50

660.00

103000

弘0.OЭ

58000
113000

98000

320000

2060.00

110000

・
６

お

・
１

・
４

　

，
４

０
．
α

３

０

０

３

　

３

９６

５９

剛
蜘
硼
　
閉
囲
　
痢
剛
蜘
　
勁
蜘
蜘

５０

盟

４

150000

340

完存 周縁部に使用痕
表裏面やや磨減 ?

表面 :敲打により凹み

円柱状 維位の溝1条 擦切痕?
身都厚0 45cm 完存 ?

半載した管玉状

縦位に径 l mmの小孔
/1ヽ TL言 下ヽ端側から巧友士員
上端面 下端面は非平行
内面 :縦位の擦痕

完存 上端部不整,バリ跡 ?
表面 :無銘, 2か所に鉄塊付着
裏面 :無銘 全面銹化,赤変
表面剥落

周縁調整 片面調整
凹基

左側面 :礫皮面あり

節理面多い

未製品 ?

全面敲打痕

表面 :滑面

裏面 :平滑面,条線 (使用痕)
粗～中砥

腹面 :素材面広い

凹基 腹面 :素材面広い
凹基 主に片面調整
腹面 :殆 ど素材面

凹基 腹面 :素材面広い
凹基 主に片面調整
腹面 :周縁調整

未製品 ?

残核 ?

表面 :礫皮面 下縁 :使用痕 ?
横刃形石器 ?
一端部打欠

性格不明

周縁部 :剥離多い 性格不明
石錘 ?

長軸両端 :使用痕

完存 長軸両端 :調整剥離
石錘 ?

完存 長軸両端 :使用痕
下端 :使用痕

完存 右側縁 :調整剥離 ?
下端 :使用痕 ?

完存 下端 :使用痕 ?
下端 :使用痕

完存 長軸両端部に使用痕 ?
下端 :使用痕 上端 :調整剥離?

完存 下端 :使用痕 ?
完存 下端 :使用痕
完存 表面 :平滑 裏面 :不整
表裏面 :滑面,やや凹
周縁部に使用痕

角柱状 4面使用 粗～中砥
表面 :平滑,やや凹
裏面 :礫皮面

表面 :上下 2か所に凹部,下端側
に擦痕

右側面 :蔽打により整形

完存 表裏面 :平坦
表裏面 :滑面

背面 :敲打による凹部整形,周
縁部研磨

使用面 :放射状摺目 (4条以上

単位),敲打で形成,歪つ
側面 :敲打+研磨
円柱状製品の半裁品

表面 :敲打で整形

表面 :剥落

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

滑石 ?
カリガラス

鉛 ?
チャート

サヌカイト

チャート

凝灰質頁岩

花尚岩

砂岩

チャート

チャート

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

チャート

砂岩

泥岩

結晶片岩

泥岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

砂岩

砂岩

花筒岩

岩

岩

　

岩

砂

砂

　

砂

朧幌幌

鉛 ?

年代 ?

弥生時代 ?

縄文時代

縄文時代

弥生時代

年代 ?

年代 ?

縄文時代 ?

縄文時代

縄文時代

弥生時代 ?

縄文時代 ?

縄文時代 ?

縄文時代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

上臼

年代 ?

年代 ?

年代 ?

年代 ?

弥生時代 ?

弥生時代

年代 ?

弥生時代

銭

世

鉄

近

代
代

代

年

年

年

代

代

代

　

代

代

代

代

代

代

代

代

年

年

年

　

年

年

年

年

年

年

年

年



付編 女川遺跡出土半円筒 (勾玉)ガ ラスの分析

奈良国立文化財研究所 肥塚隆保

1.イよじめに

出土する古代のガラスの種類は、アルカリ珪酸塩ガラスと鉛珪酸塩ガラス、そして鉛アルカリ

珪酸塩ガラスに分類される。アルカリ珪酸塩ガラスはカリガラスと2種類のソーダ石灰ガラスに、

鉛珪酸塩ガラスは鉛バリウムガラスと鉛ガラスに分類される。これらのガラスはいずれも弥生時

代に出現 していることが従来の研究で明らかにされている。なかでも、カリガラスと鉛バリウム

ガラスは紀元前 2世紀頃には日本に伝えられていた。

今回の女川遣跡の発掘調査では半円筒状の勾玉が発見された。この遺物は青緑色を帯びた青色

の半透明ガラスで、その形状は従来には見られないものであった6こ こではこのガラス遺物の構

造調査と材質調査を実施したので、その結果を報告する。

2.測定試料と方法

分析対象とした試料は、青緑色を帯びた青色半透明～透明を呈するガラスで、円筒を半分に切

断したような形状を呈し、大きさはほぼ1。4cm(長 さ)、 幅はほぼ1.6cmでありその一端に直径がお

およそ1.5oll程度の小さな孔が貫通している。重量はほぼ2.5gである。

調査はまず孔の状態を調べるため実体顕微鏡による表面および断面の観察とX線ラジオグラフ

イー (X線画像強調処理も同時に実施)に よる調査をおこなった。X線透過撮影にあたっては、

試料の孔とフイルム面が水平になるような幾何学的配置下で撮影した。撮影条件はフイルムから

X線焦点までの距離を1.5mと し、100kV,2mA, 1分 間の露出をおこなった。その後、アナログ画

像強調処理を加えて孔の開けかたなどを観察した。

色調に関しては紫外・可視分光光度計を用いて透過吸収スペクトルの測定をおこなった。

材質の調査は、微小領域エネルギー分散型蛍光 X線分析 (ト レックス 640S)装置を使用 して、

表面 (風化部)と 表面の一部を研磨 して新鮮な面を表出して測定をおこなった。定量計算はガラ

ス標準試料を用いて、ファンダメンタルパラメーター (FP)法 により行った。なお、測定は、

真空条件下で励起電圧 :20～ 45kV,電流値 :4～ 0.5mA,コ リメータ :lmmφ 、測定時間 :2000

秒とした。

3.測定結果と考察

実体顕微鏡観察の結果、ガラス表面は所謂「ツメ跡」状になっており (図 1.)、 ガラスの流動性

が悪い段階で整形されたとも考えられ、また、ガラス内部にも多数の気泡が認められた。断面の

一端に開けられた孔は写真 (図 2.)に示すようにほぼ円形を呈しているが、円の一端は直線状を

呈していた。この孔が金属線を利用して整形されたのであれば、その金属線は形状からするとダ



図-1.ガラス表面の観察

イスのようなもので加工されたのではなく、型に金属を入れて叩く事によって作られた針金状の

ものと考えられる。

X線透過撮影の結果、断面の一端に開けられた孔はストレートに貫通しており (図 3.)、 その直

径はほぼ1.5mmφ 前後と推定された。以上の事からこの孔は予め金属線などを鋳型に取り付けて、

溶融したガラスを流し込んで作られたもので、ガラスが固化した後に錐などで孔が開けられたも

のでないことは明らかである。

ガラスの材質に関しては、風化表面を研磨して新鮮な部分を測定した結果、酸化カリウムと二

酸化珪素を主成分とするカリガラス (K20 Si02系)であることが同定できた。このカリガラス

は酸化アルミニウムを数%含有し、酸化マグネシウムや酸化カルシウムは 10/O前後以下であり、

従来から報告されている弥生時代の遺跡から出土するカリガラスと同じ組成を有することが明ら

かとなった。なお、測定値については表-laゎに示した。

カリガラスは大きく分類するとアルカリ珪酸塩ガラスに分類されるもので、弥生時代には2種

類のアルカリ珪酸塩ガラスが存在した。その一つがカリガラスで、他方はソーダ石灰ガラスであ

る。日本では最も古いカリガラスは紀元前 2世紀頃の遺跡から発見されており、この頃から日本

で流通をはじめたと考えられる。いっぽうのソーダ石灰ガラスは、例外的なものを除けば3世紀

後半頃から流通したと考えられるガラスである。今回出土したカリガラスは青色系であり、従来

から弥生時代の遺跡で発見されるカリガラスのなかでも最も多い色調である。今回発見されたガ

ラスの色調を精密に測定した結果、図-4に示すように708nmに 極大の吸収を示しており、Cuイ オ

ンの青色の着色が原因している。また、少し緑を帯びて見えるのはFeイ オンが影響しているもの
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図-2.両断面に見られる孔の形状



図-3.X線透過写真 (画像強調処理 )

と考えられる。また、従来の調査ではCuイ オンの着色によるガラスにはかならずPbOや Sno2が伴

うことが明らかにされてきたが、今回の資料でも鉛、錫は検出しており、当時の日本で広く流通

したカリガラスと同じ材質のガラスであることが明らかとなった。このようなカリガラスは中国

では多量に出土しており、中国で作られたこれらのカリガラスは朝鮮半島を経由したり、中国か

ら日本に直接伝えられていたのかもしれない。なお、筆者らの調査によると、カリガラスに含ま

れる鉛の同位体比は中国産の鉛鉱石の分布範囲に入る事を確認している。

なお、今回の資料はできるだけ資料を採集しないで調査する必要があったので、直接に物性を

求める事はできなかった。しかし、珪酸塩ガラスにおいては、ガラスの組成がわかれば加成性因

子を用いて近似的に屈折率、熱膨張係数などの諸物性が計算できる。ここではアッベンによる加

成成因子を用いて物性値の計算をおこなった。以下はガラスの組成を構成酸化物のモル%を求め

て、以下の式により計算をおこなった。

P=plfl+p2f2+ 十pifi

Pは着目する性質でガラスの構成成分を (MxOy)1,(MxOy)2・ ・・ 。 (MxOy)iと し、それ

らの含有率をfl,f2,・ ・・・■とする。pl,p2,・ ・・piは構成成分 (MxOy)1,(MxOy)2・ ・・・

(MxOy)iの性質 Pについての寄与率で加成性因子である。ただし、Si02、 PbOな どについてはあ

る範囲をもって与えられる。次式はの加成Si02成因子と含有量Si02の関係 (ア ッペン)を示したも

のである。



Si02>67の条件下

yЫO=26。 1+0.035(Si02~67)   :モ ル容積  y/(cm3/m01)

nSa=1.475-0.0005(Si02~67)  :屈 折率  nr

α59=38-1.0(Si02~67)     :平 均線膨張係数  7r(lo-7/℃ )

E59=6.6+0.02(Si02~67)    :縦 断性率 Ef(い kg/剛2)

sio2<67の場合は一定とみなす

y,0″ =26。 1,  r25V(功 =1.475,   7Ы 02=38.0,      Eaο ″=6.5

今回の計算結果については、表-21こ まとめたので参考として示 しておく。これはあくまでも組

成から求めた理論計算値であり、実際の密度などは介在する気泡などにより変動する。

4。 まとめ

今回沢1定 した半円筒状を呈する青色～青緑色の勾玉はカリガラスでできていることが明らかに

できた。カリガラスは中国では漢代の遺跡から多量に発見されており、また、日本では弥生時代

の追跡から最 も多量に出土するガラスでもある。カリガラス自身は日本で製造されたとは考えら

れず、中国で製造されたものが伝えられたと考えられる。

今回出土 した遺物は従来から発見されているカリガラスと同じ組成であるが、その形状は従来

から日本で発見されていないもので、すでに加工されたものが伝えられたのか、日本において加

工されたのかを検討する必要もある。

なお、吸収スペクトルの測定にあたつては 京都工芸繊維大学名誉教授 佐藤昌憲先生の御協

力をいただいた。



表‐la.ガラスの分析結果

網目形成酸化物 網目修飾酸化物 中間酸化物

(mol°/0) 83.5 13.8
９

留

１
■

表‐lb.蛍光X線分析法によるガラスの測定

表…2.ア ッペンの加成性因子からもとめた物性

Abs
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図-4.ガ ラスの透過吸収スペク トル図

Si02 A1203 Na20 K20 MttO CaO Ti02 Fe203 CuO MnO PbO Rb20
76.7 2.0 0,4 16。 3 0.5 ■0 0.03 0.5 ■2 0.2 tr tr

tr i定量限界以下を示す。

密度 屈折率 線膨張率(107℃ ) 縦断性率(103恥留/mml
2.36 1.46 74.6 6.58

400.00



写真 図版



PL.1

女川遺跡遠景 (南西より)

同上 (西より)



PL.2

第 1次調査TPl～ TP4



PLi 3

TP5調 査前状況

第 1次調査TP4～ TP8



PL.4

第 1次調査TP8～ T Pll



PL.5

第 2次調査調査前状況 (東より)

同上 (北西より)



PL.6

第 2次調査遺構検出状況 (東より)
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PL.7

第 2次調査遺構完掘状況 (東より)
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第 3次調査 I区調査前状況 (東より)



PL.10

第 3次調査Ⅲ区調査前状況 (南より)

第 3次調査 I区遺構完掘状況 (西より) 同左 (東より)



PL.11

第 3次調査Ⅱ区遺構完掘状況 (東より) 同左 (西より)

第 3次調査Ⅲ区遺構完掘状況 (南より) 同左 (北より)
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I ttP16

第 3次調査調査状況,検出遺構
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出土遺物 (土器 。陶磁器 )
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同上 (石器 )
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同上 (土器・陶磁器 )
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